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島根県は、全国に誇りうる本県の歴史文化を展示紹介する古代出雲歴史博物

館の整備を、平成18年度の開館にむけて進めているところです。平成14年度に

は、博物館建設予定地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施し、このたび

調査報告書を刊行する逗びとなりました。

今回調査を実施した五反配遺跡は、弥生時代から平安時代までの水田開発に

関係する河跡や水路跡、木組み遺構、水田畦畔などが検出されました。これら

は当時の土木技術や、出雲大社周辺に広がる景観の形成過程を知るうえで貴重

な資料となりました。

また、同時に出土した大量の建築部材や木製品については、古代の建築や生活

の具体的様子を解明する手がかりとなるもので、周辺にある出雲大社境内遺跡

や原山遺跡との関係も注目されるところです。

本書が地域の歴史と埋蔵文化財に対する理解と関心を高める一助となれば幸

いです。

最後になりましたが、本書を刊行するにあたりご協力を頂きました地元の皆

様や大社町をはじめ、関係者の皆様に厚 くお礼申し上げます。

平成16年 3月

島根県教育委員会教育長

広 嗣
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1.本書は、島根県教育委員会が平成14年度に実施した歴史民俗博物館建設予定地内埋蔵文化財

発掘調査の報告書である。

2.発掘調査地は下記のとおりである。

五反配遺跡  島根県簸川郡大社町杵築東99-4ほか

3.調査組織は下記のとおりである。

調査主体  島根県教育委員会

平成14年度 現地調査

[事 務 局]宍 道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (副所長)、

内田 融 (総務課長)、 今岡一三 (調査 1係長)

[調 査 員]東 森 晋 (調査 1係主事)

[調査補助員] 松山智弘 (臨時職員)、 岩橋康子 (同 )

平成15年度 報告書作成

[事 務 局]宍 道正年 (島根県教育庁埋蔵文化財調査センター所長)、 卜部吉博 (副所長)、

永島静司 (総務課長)、 西尾克己 (調査 1課長)、 柳浦俊― (調査 2係長)

[調 査 員]東 森 晋 (調査 2係主事)

[調査補助員] 岩橋康子 (臨時職員)

4。 現地調査、及び報告書の作成にあたり、下記の方々から御指導・御助言・御協力をいただい

た。(敬称略、五十音順)

浅川滋男 (鳥取環境大学教授 )、 穴澤義功 (た たら研究会委員)、 井上寛司 (大阪工業大学教

授 )、 岩本次郎 (帝塚山大学教授)、 景山真二 (大社町教育委員会)、 佐伯純也 (ω米子市教育

文化事業団)、 清水真― (桜井市教育委員会)、 椙山林継 (國學院大学教授 )、 園山 薫 (出雲

市文化財室)、 高安克己 (島根大学汽水域研究センター長)、 田中義昭 (島根県文化財保護審

議会委員)、 演 隆造 (m鳥取県教育文化財団)、 演田竜彦 (鳥取県教育委員会)、 藤永照隆

(出雲市文化財室)、 山田昌久 (東京都立大学教授 )、 山田康弘 (島根大学助教授 )、 渡邊貞幸

(島根大学教授)、 出雲市芸術文化振興課、大社町教育委員会、木の文化研究会

5,挿図で使用した方位は、測量法による第 3座標系X軸方向を指し、平面直角座標系XY座標は

日本測地系による。また、レベル高は海抜高を示す。

6.本書で使用した図のうち、第2図 は国土地理院発行のものを、図版 1。 3・ 20は大社町発行の

「平成 6年版大社町全図」を、図版14。 15はいワールドに委託した。また、写真図版 1・ 6～ 8は

伽ワールドが撮影したものを、写真図版 5は 日本地図センター発行の49756(4B)を 使用した。

7.本書に掲載した木製品の保存処理は株式会社京都科学に委託した。

8。 本書に掲載した遺物の実測および図版の作成は柳浦、中川、東森、松山、岩橋ほかが行った。

9。 本書に掲載した遺物の写真撮影は調査担当者と株式会社京都科学が行った。

10.本書の執筆は東森が行い、第 4章は渡辺正巳氏 (文化財調査コンサルタントい)に委託した。

11。 本書掲載の遺跡出土資料及び実測図、写真などの資料は島根県教育庁埋蔵文化財調査センター

(松江市打出町33)で保管している。

口
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1,本文中の文献番号 は、本文28項の参考文献の番号 と一致する。

2。 遺構図中の上層番号および土色は統一 してある。

3.遺物実測図の うち、須恵器 は断面黒塗 りにし、金属器 と石器は断面 に斜線 を入れ、それ以外

は白抜 きに した。 また、木製品の うち、木 目を認識で きた ものは断面内に表現 しているが、カ

シ類 については放射状繊維 を表現 した。

4.本文中、図版中、写真図版中の遺物番号は一致する。

5。 本書で用いた土器 ・石器 ・木製品の分類お よび編年観 は基本的に下記の各論文・報告書 に依

拠 している。

(1沖電文土器

島根県教育委員会  『三田谷 I遺跡vol,3』  2000

骸)弥生土器

松本岩雄  「出雲・隠岐地域」F弥生土器の様式と編年 一山陰・山陽編―』 木耳社 1992

鹿島町教育委員会  『南講武草田遺跡』 1992

(3)土 師器 (古墳時代 )

松山智弘 「出雲における古墳時代前半期の上器の様相一大東式の再検討」『島根考古学会誌』第8集

島根考古学会 1991

鹿島町教育委員会  『南講武草田遺跡』 1992

松山智弘 「土器から見た出雲における前期古墳」『山陰の前期古墳 第30回山陰考古学研究集会資料』

山陰考古学研究集会 2002

律)須恵器

大谷晃二 「出雲地域の須恵器の編年 と地域色」F島根考古学会誌』 第11集 島根考古学会 1994

島根県教育委員会 『西川津遺跡Ⅷ』 2001

(5)土 師器 (平安時代以降)

広江耕史 「島根県における中世土器について」『松江考古』第8号 松江考古談話会 1992

島根県教育委員会 『青木遺跡vol,1』 2004

(6)陶磁器

太宰府市教育委員会  『大学府条坊跡XV― 陶磁器分類編―』 2000

(7)石器

石器の分類については、古代文化センター丹羽野裕の指導を得た。

(8)木製品

奈良国立文化財研究所  「木器集成図録 近畿原始編」「奈良国立文化財研究所史料』第36冊  1993

中川 寧 「出雲における木製耕起具の変遷について」『島根考古学会誌』第17集 島根考古学会 2000

山田昌久  『考古資料大観8 弥生・古墳時代 木・繊維製品習 小学館 2003
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写真図版 9

上 :A区地割遺構  下 :A区地割遺構

写真図版10

上 :A区地割遺構調査風景
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上 :畦畔・木組み検出後全景
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写真図版13

上 :A区溝南側の矢板列
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下 :A区溝南狽Jの矢板列
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上 :D区溝内木製品 (410)出土状況

下 :D区溝内掛矢 (129)出土状況

写真図版26

上 :D区溝縦断土層  中 :D区溝縦断土層

下 :D区北恨1畦畔矢板列

写真図版27

上左 :D区畦畔矢板列調査風景

上右 :D区矢板と河道内の木の関係

中 :D区畦畔矢板列完掘後

下 :D区畦畔矢板列土層断面

写真図版28

上 :D区北恨J畦畔の木組み

下 :D区北側畦畔の木組み

写真図版29

上 :河道Cラ イン土層断面

中 :河道Cラ イン南岸部分

下 :河道Cラ イン北岸部分

写真図版30

上 :A区河道南側の木組み

下 :A区河道南側の木組み

写真図版31

上 :A区河道南側木製品出土状況

中 :A区河道内の杭と蔓 下 :A区河道南狽1の 石

写真図版32

上 :A区河道南岸部分弥生土器 (36)出土状況

下 :A区河道南岸部分弥生土器 (36)出土状況

写真図版33

上 :A区河道内鋤出土状況

下左 :A区河道内田下駄 (141)出 土状況

下右 :A区河道内櫂 (165)出土状況

写真図版34

上 :A区河道内鋤出土不明遺物 1

中 :A区河道内出土不明遺物 2

下 :A区河道内出土不明遺物取り上げ風景

写真図版35

上 :D区河道調査後 D区河道調査後

写真図版36

上 :D区河道調査後 中 :D区河道北岸部分の石

下左 :D区河道北岸部分弥生土器 (24)

下右 :D区河道内円脚盤 (171)出 土状況

写真図版37

上 :B区河道内木製品 (379～ 385)出土状況

下 iC区河道北岸部分木製品 (400,409)出土状況

写真図版38

上 :B区 14層 上面縄文土器 (1)出土状況

下 IB区 14層上面木製品 (12)出土状況

写真図版39

上 :10T  中 :10T南壁土層断面  下 :12T

写真図版40

上 :縄文土器  下 :弥生土器

写真図版41 弥生土器

写真図版42 弥生土器

写真図版43 弥生土器・土師器

写真図版44 土師器 甕

写真図版45

上 :土師器 壺  下 :土師器 高不・椀

写真図版46

上 :土師器 高郭・低脚郭  下 :須恵器 郭・皿

写真図版47

上 :須恵器 奏  下 :土師器 杯

写真図版48

上 :土師器 郭・皿、須恵器、青磁、鉄器

下 :石器、軽石

写真図版49 種実類

写真図版50 種実類

写真図版51

上 :縄文時代の木製品、工具 掛矢

下 :平安時代以降の本製品、農具

写真図版52

上 :農具 鋤  下 :農具 鋤

写真図版53 農具 田下駄

写真図版M 農具 。紡織具

写真図版55 農具・漁携具・武器

写真図版56 武器・食器具・容器
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第 1章 調査に至る経緯と経過

第 1節 調査 に至 る経緯

島根県立古代出雲歴史博物館 (本調査実施当時は島根県立歴史民俗博物館と仮称。以下歴博とい

う)は、斐川町荒神谷遺跡で出土した大量の青銅器をはじめとする本県の考古・歴史・民俗資料を

展示する拠点施設として建設が計画された。歴博の整備に向けた主な経過は以下のとおりである。

平成13年 1月 に歴博の建設予定地が発表され、県埋蔵文化財調査センターが、同年 5月 から建

設予定地内の埋蔵文化財の確認調査を実施することになった。

第 2節 調査の経過 と概要

1.平成13年度確認調査 (図版 1・ 2)

確認調査は平成13年 5月 28日 より開始した。調査前の建設予定地は株式会社日本交通所有の駐

車場と庭園になっており、調査当時建設予定地は未買収だったので、調査対象地のうち植栽・庭

石等の無い地域について確認調査を実施した。調査は10× 10m～ 15× 50mの試掘 トレンチを合計

llか所設定した。 7月 9日 に3T北で矢板列を検出し、精査の結果さらに東西に続くことを確認

第 1表 古代出雲歴史博物館整備に向けた主要な経過

S59.  7～ S60 斐川町荒神谷遺跡で大量の青銅器出土 (銅剣358本 、銅矛16本、銅鐸 6個 )

H2.1
「島根古代文化活用委員会」の提言

○島根の古代文化を調査研究・活用するために、拠点となる「古代文化研究センター

(仮称)」 を設置

H4,4 埋蔵文化財調査センター、古代文化センター設置

H6.3 県長期計画に計上

H8. 2 県中期計画に計上 (平成10年代中ごろを目標に整備)

H8.10 加茂岩倉遺跡で大量の銅鐸出土 (銅鐸39個 )

H9. 5～ 12 古代出雲文化展の開催 (東京・島根 。大阪で巡回展示。入館者443,960人 )

Hll.10
歴史民俗博物館・古代文化研究センター基本構想の提言 (基本構想検討委員会)

○古代文化を中心とした島根県の歴史と文化を調査研究 し、その成果を発信、活用

していくための拠点施設として設置

H12. 2 県中期計画に計上 (平成10年代後半を目標に整備)

H12.

出雲大社で巨大神殿の柱が出土

○『金輪御造営差図』にみられる巨大な 3本の柱 (宇豆柱)を確認。10月 には心御

桂、側柱を確認

H12. 8 島根県立博物館が歴史系博物館としてリニューアルオープン

H13. 1
歴博・古代研立地場所発表

○歴博 :大社町  古代研 :松江市

H13. 12 歴博・古代研整備基本計画策定

H16. 2 歴博の名称「島根県立古代出雲歴史博物館」に決定
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第 1章 調査に至る経緯と経過

した。そこで矢板列の延長線上に5Tを設定したところ、横板を杭で固定した木組み遺構を検出

した。遺構の時期は出土遺物より弥生時代後期から古墳時代前期と判断された。確認調査は8月

31日 まで行い、 lT。 3T北 。3T南・ 5Tで近世以前の遺物が出上した。

この結果、小字名から名称を五反配遺跡とし、文化庁に遺跡の発見通知を提出した。同年 9月

に島根県古代文化センターと協議を行い、平成14年度に古代文化センターの予算令達を受けた埋

蔵文化財調査センターが、建物の建設範囲内の発掘調査を行うことに決定した。

2.平成14年度発掘調査 (図版 8)

本調査は平成14年 7月 3日 より開始した。前年度植栽等の関係で トレンチを設定できなかった

部分は、用地買収後に確認調査を行いその結果対応することとした。

初めに、前年度の確認調査で検出した河道と木組み遺構の主軸に合わせて調査区を設定し、さ

らに東からA～ E区 を設定した。A区から掘削を行い、重機で 2層 までを除去し3層以下を人力で

掘削した。7月 ■日には矢板列を検出し、7月 23日 には矢板列北側の 4層上面で平安時代の地割

を検出した。その後調査区を西へ拡張したところ、失板列は河道とは別の溝に伴う木組み遺構の

一部であることが判明した。8月 29日 には本調査区の北側に他の遺構を確認するための トレンチ

(10・ ■T)設定した。その結果 9月 4日 に■Tで A区 と同様の地割遺構を検出した。しかし、こ

れ以外は若干の縄文土器と弥生土器が出土しただけで遺構・遺物は希薄と判断されたので、北側

への調査区拡張は行わないことに決定した。9月 ■日からは駐車場に設定したB～ D区の調査を

開始し、A区同様地割遺構やその下層で河道や溝、木組み遺構を検出した。ここで検出した木組

み遺構は当初の予想をはるかに上回り、遺構の検出や実測に多くの時間を割 くこととなった。こ

のためE区の調査は木組み遺構の範囲と方向を確認するに留めた。12月 12日 には調査区の北西に

12Tを設定し、河道の一部と若干の木を検出した。この間9月 24日 に岩本次郎氏、10月 22日 に浅

川滋男氏、12月 6日 に田中義昭氏の調査の指導をいただいた。また、 1月 30日 には現地説明会を

開催し、雨天にもかかわらず多数の参加を得た。12月 6日 にはラジコンヘリによる木組み遺構の

空撮を行った。その後、河道内の掘削を行うとC区 を中心に大量の木製品が出上し、12月 25日 ま

で河道の掘削と遺構検出を行った。翌年 1月 17日 に遺構の実測を終え、現地調査を完了した。

現地説明会風景
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

第 2章 遺閉の位置と歴史的環境

五反配遺跡は島根県簸川郡大社町に所在 し、出雲平野の北西端に位置する。遺跡は出雲大社の

境内から南東約300mの 地点で、北に北山山地がそびえ南は砂丘に囲まれた低地である。調査前の

遺跡はアスフアル ト舗装された駐車場 と庭園になっていたが、それ以前は全域が水田で (写真図

版 5)、 出雲大社境内の東側から南東に流れる吉野川は遺跡内を通過 して堀川へと流れていた。五

反配遺跡の近隣には県内の著名な遺跡が多 く、北西約300mに 出雲大社境内遺跡、北方約250mに

真名井 (命主社境内)遺跡、東方約200mに 修理免本郷遺跡、南東約400mに 原山遺跡、南西約500

mに鹿蔵山遺跡が所在する。以下、五反配遺跡周辺で確認された主要な遺跡を概観 しておく。

縄文時代

菱根遺跡では早期後葉の上器が、石器、骨角器、動物・魚類の骨 と共に出上 してお り、周辺で

最 も古い時期の集落 と考えられる。これ以後は後期まで町内で遺跡は確認されておらず、原山遺

跡で後期初頭から前葉の上器が出上 している。また、鬼ノロ谷遺跡では前述の石斧 と別の地点で

後期中頃の上器が出土 している。その後は出雲大社境内遺跡で晩期の上器が出土 し、五反配遺跡

や付近の弥生時代の遺跡の状況から杵築地区では継続 して集落が営まれたようである。このほか

縄文土器は確認されていないが、日御碕地区の鬼ノロ谷遺跡 と川井戸で草創期の局部磨製石斧 と

見 られる石斧が出上 し、稲佐遺跡で石皿・敲石・石斧が出土 している。

弥生時代

弥生時代には遺跡数が増え、町内各所で遺構や遺物が確認されている。原山遺跡は出雲・隠岐

地方で最古の弥生土器である I-1様式の上器が出土 した遺跡である。数次にわたる発掘調査や表

採によって前期から後期にかけての遺構・遺物が検出され、前期の配石墓 と後期の貼石墓が複数

調査 されている。出雲夫社境内遺跡では前期から後期の土器が継続 して出土 し、鹿蔵山遺跡・稲

佐遺跡・南原遺跡では前期や後期の上器が出上 しているので、当該期の集落が存在 したと考えら

れる。また、真名井 (命主社境内)遺跡では寛文 5(1665)年 、神社の裏山の大石の下から4本

の武器形青銅器 と硬玉製の勾玉が出土 している。このうち銅曳 と勾玉が現在出雲大社に宝物 とし

て伝わっている。このほか日御碕地区のひろげ遺跡で、弥生時代後期から奈良時代に至る祭斤E遺

構が検出されている。

古墳時代

出雲大社境内遺跡で前期の溝や比熱面が検出され、勾玉、臼玉、手づ くね土器が出土 している。

そのほか遺構は検出されていないものの、10回 以上の工事 。調査の結果、前期から後期の遺物が

出土 している。鹿蔵山遺跡・稲佐遺跡・南原遺跡では弥生時代に続 き前期から後期の上器が出土

しているが、中期以降は出土量が減少する。修理免本郷遺跡は弥生土器が出土せず、古墳時代前

期以降から遺物が出上 している。このころ大社町南東部の湿地が開発 され、利用され始めた可能

性が考えられる。追堪地区の菱根西組で弥生時代終末から古墳時代前期の土器が出土 し、亀谷遺

跡でも中期の土器が出上 している。また、可耕地の少ない日御碕地区でも日御碕神社境内遺跡や

おわし遺跡、黒田遺跡で古墳時代後期の上器が出土 し、後期古墳である高間ケ原古墳が知られて

いる。
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奈良 。平安時代

奈良・平安時代は町内各所で遺構・遺物が見つかっている。また、出雲大社境内遺跡では、文

献資料から制度化した神社としての出雲大社が営まれていたことが確実である。鹿蔵山遺跡では

奈良時代の井戸や貝塚が調査され、土師器・須恵器のほか奈良三彩や150点 もの墨書土器が出土し

ている。奈良時代の貝塚は中分貝塚でも発見され、鉄製のヤスが出土している。古代には F出 雲

国風土記』に載る神門水海と呼ばれる入海が存在し、その汀線にあたると考えられる。このほか

南原遺跡では奈良時代の須恵器・土製品が出土し、集落の可能性が考えられる。また、ひろげ遺

跡では奈良時代まで祭祀遺構が確認されている。

中 。近世

出雲大社境内遺跡で、宝治 2(1248)年に建てられた本殿の柱と考えられる3本一組の巨大な

柱や、中・近世の本殿・柵列が確認されている。原山遺跡では平安時代末から鎌倉時代初めの土

師器や白磁椀が出土している。誓願寺古墓では室町時代の上師器 。陶器と共に羽口・鉄津 。鉄器

が出土しており、遺構は確認されていないが小鍛冶が行われていた可能性が考えられている。こ

のほか町内では古墓や経塚の調査も行われている。庇蔵山経塚では土師器皿や古銭が出土し、土

師器の多くに梵時が墨書されていた。奉納山経塚では金銅板製経筒17口 分・銀装鋼板製経筒 1口

分と古銭65枚、土師器が出土している。

一界 図 五反配遺跡の位置
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第 2図 五反配遺跡の位置と周辺の遺跡 S=1/35,000
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第 2表 周辺の遺跡

No 名 称 種 別 所 在 地 概 要 備  考
畑
号

酪
番

1 五反配遺跡 水田跡 杵築東 五反配
水田跡、縄支土器、弥生土器、須恵器、土師器、本
製品、板材

発掘、一部消滅 Z42

2 出雲大社境内追跡 散布地 杵築東 宮内

旧本殿遺構、柵跡、川跡、焼土、縄文土器、弥生土
器、須恵器、土師器、陶磁器、玉類、石偶、青銅針、
鉄滓、古銭、鉄鏃、鋳造鉄斧、石器、土製品、木器、
羽口、瓦、巨大柱根他

Z3

3
真名井遺跡

(命主社境内)

銅尭出土地 杵築東 真名井 銅党、硬工勾玉
銅尭、硬玉勾玉

重支
Z28

4 修理免本郷追跡 散布地 修理免 本郷 土師器、須恵器、田下駄他 出土品町指定
5 原山遺跡 散布地 修理免 原山 縄文土器、弥生土器、石斧、磨製石剣、古式土師器他 出土品町指定 Z9
6 鹿蔵山遺跡 貝塚他 杵築南 土師器、須恵器、奈良三彩、貝類、石斧、人骨、他 出土品町指定 Zl

7 南原遺跡 散布地 北荒木 南原 弥生土器、土師器、須恵器、貝類、鉄滓、鹿骨他 Z2

8 馬見峰跡 蜂 跡 壺背山 Z38
9 稲佐関屋跡 関屋跡 杵築北 稲佐 消滅 Z35

稲佐焼窯跡 窯 跡 杵築北 稲佐 窯道具 消滅 Z23

稲佐追跡 散布地 杵築北 稲佐 弥生土器、土師器、須恵器、石偶他 出土品町指定 Z5

仮 ノ宮 台場 跡 台場跡 杵築北 仮ノ宮 消滅 Z32

奉納山経塚 経 塚 杵築北 仮ノ宮 経筒、紙経、木経、古銭他
消 滅 、出土 品 町

指定
Z30

山根遺跡 散布地 杵築北 山根 弥生土器、石錘 Z6

神宮寺跡 寺院跡 杵築北 山根 石 垣 消 滅 Z21

越峠焼窯跡 窯跡 杵築東 四ツ角 消滅 Z24

乗光寺跡 寺院跡 杵 築 東 大 鳥 居 五輪塔、陶器 消滅 Z19

誓願寺古墓 古墓 杵築西 下大工地 和鏡、人骨、古銭 消滅 Z29
鹿蔵山経塚 経 塚 杵築南 鹿蔵山 ―字―皿経 (梵字書入)、 土師質土器、未銭 消滅 Z31

鹿蔵山城跡 城跡 杵築南 鹿蔵山 古太刀、釜、碗他 消滅 Z26

乙見焼窯跡 窯 跡 修理免 乙見 窯道具、磁器他 Z25

赤塚台場跡 台場跡 杵集西 赤塚 消滅 Z33

中分貝塚 貝塚 北荒木 中分 錯、漁具、獣骨、貝殻他 Z8

湊原台場遺跡 台場跡 杵築西 湊原 消滅 Z34

菱根遺跡 散布地 菱根 縄文土器、人骨片、石鉱他 ヤ ノ ンバ遣 跡 Z12
西組古墳群 古墳 菱根 西組 土師器、石偶、須恵器片 消滅 Z16

妻根関屋跡 関屋跡 菱根 河原谷 関の地蔵 破壊 Z36

阿式谷遺跡 散布地 下遥違 阿式谷 勾玉、須恵器、土師器 Z13

亀谷遺跡 散布地 下遥堪 亀谷 土師器 Z4

鎌代古墳 古墳 下遥堪 鎌代 直 刀 消滅 Z17

蛇山城跡 城跡 下遥堪 蛇山 消滅 Z27

大前山古墳 古 墳 矢尾町 矢尾西 横穴式石室 W181
石臼古墳 古墳 矢尾町 矢尾西 横穴式石室 W182
熊見谷遺跡 散布地 矢尾町 須 恵器 W173
下澤遺跡 集落跡 土師器 W221
高浜 I遺跡 散布地 里方町 弥生土器、土師器 W171
高浜I遺跡 散布地 里方町 土師器、須恵器 W172
里方八石原遺跡 散布地 里 方 町  人 石 原 須恵器、土師器、砥石、土錘、水晶 属調査 W180
岡田城跡 城 跡 平野町 岡田屋敷、消滅 W223
高浜川遺跡 散布地 下 遥 堪 弥生土器、須恵器、土師器 Z39
大塚遺跡 散布地 大塚町 土師器 W93

矢野遺跡 貝塚他 矢野町

土壊墓、弥生土器、土師器、須恵器、古式上師器、

貝類、鹿骨、鹿角、石斧、尖頭器、人骨、獣骨、魚

骨、骨器、黒曜石

市指定 W3

4 八野神社附近遺跡 散布地 矢野町 弥生土器、土師器 W7

小山遺跡 集落跡 小山町 弥生土器、土師器、須恵器、土師質土器、かわらけ
四絡公民館附近

遺跡を含む
W15

三木氏館跡 館 跡 小 山町 郭、土塁、堀 W224

蔵小路西遺跡
集落跡、館

跡
渡橋町、小山町

掘立柱建物跡、墓、土坑、火処、井戸、河道、しが

らみ、井堰、縄文土器、弥生土器、土師器、陶磁器、

木製品、石器、刀子、古銭

W211

渡橋沖追跡 集落跡 渡僑町 渡橋

'中

堀立柱建物跡、土坑、溝跡、柵列、塀跡、土師器、

土師質土器、青磁、陶器、木製品、五輪塔
W210

白枝荒神遺跡 散布地 白枝町 弥生土器、土師器、石斧
(旧 )荒神屋敷遺

跡
W109

井原追跡 集落跡 白枝町 保存措置 VV 120

馬見蜂跡 峰跡 浜 町
大社町坪背山の

説あり
VV 102

神光寺跡 寺院跡 修理免 坊床 仏像 (木像)、 石垣、墓石
仏教遺物 町指

定
W20
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第 3章 調査の結果

調査はA区から順に西側へ進めた。この結果、 3層除去後に平安時代以降の地割を、 4層除去

後に木組み遺構や溝、河道を検出した。以下、遺構・遺物について年代の古いものから順に報告

する。

第 1節 遺構

1.河道 (図版 5・ 6、 写真図版 3・ 29～ 37)

平成13年度の確認調査時に3T北 と5Tで検出した遺構で、北西から南東に向かって流れ、幅

は9～ 11.5m、 深さは0.4～ 0.5mで ある。 4a～ 5b層除去後にプランを検出した。 6・ 12・ 13層

を切つており、遺構内には 7～ 9層 が堆積する。床面に石や砂が堆積しておらず、土層の堆積状

況からも水の流れは非常に緩いかほとんど流れが無かったと推測されるは
ち

河道内と岸部分では縄文土器と弥生土器、木製品等が出上した。縄文土器はいずれも小片で上

流からの流れ込みと考えられる。これに対 し河道の時期を判断できる弥生土器が幾つか出土して

いる。A区南岸部分では拳大から人頭大の石と弥生前期の壷の底部 (18)が まとまって出上した

(写真図版31下 )。 また、同じA区南岸で 9層 にめり込むようにして弥生後期前葉の壼 (36)が出

上している (写真図版32)。 さらにA区では北岸に近い矢板列手前の地点で、やはり9層 内で弥生

後期前葉の壷 (37)が出土した。B区では河道のほぼ中央の床面で、弥生中期の壷 (25)力Mヽ片

0             20m

― 第 3図 弥生時代の河道 S=1/1000

(1)渡辺正巳氏の御教示による。
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第 3章 調査の結果

に砕けた状態で出上 した。最 も上流に近いD区北岸では拳大の集石に近い位置で弥生中期の壷

(24)が出土 した (写真図版36中 ・左下)。 このほか I_2様式からV-1様式の弥生土器が僅かずつで

はあるが出土 しているので、河道が流れていた時期は弥生時代前期から後期前葉頃と考えられる。

河道内では木製品が多数出土 してお り、河道床面や岸近 くで出土 した杭等の長い材の中には組

み合わせた様な状態で出土 したものもあった (写真図版30・ 31中 )。 河道出土の木製品で、用途の

判断できるものでは農具が最 も多かったが、A区で穂摘具 (135)の 近 くで炭化 した穎稲が出土 し

ている点が注目される。また、A区では植物質の細かい繊維が集まったと見られる不明遺物 1・

2が出上 し (写真図版34)、 分析を行ったが性格は明らかにできなかった。

河道は12Tで は現駐車場造成以前の吉野川のコンクリー ト製護岸の下から検出された。また、

確認調査時に3T南で近世以後 と考えられる流路を検出してお り、吉野川は歴博建設予定地の中

で幾度か流れを変えていたと考えられる。

以上の点から今回検出した弥生時代の河道は、最 も古い段階の吉野川の流路 と判断され、水田

耕作に関係 したと考えられる。

2.溝 (図版 7・ 8・ 11、 写真図版 2・ 3・ 14・ 15・ 24)

河道 とほぼ並行する位置で、 4a～ 5b層除去後にプランを検出した。河道がB区 とC区の境

でやや南に曲がるので、A区では河道の北側に位置 し、 C・ D区 では河道の南側に位置する。B

区では河道 と重複 していると考えられ、溝を検出できなかった。大区も溝の南側が河道 と重複 し

てお り壁面を検出できなかったが、木組みの位置からおよそ溝の規模を復元できる。溝の規模は

幅が2.3～ 2.8m、 深さは0,4～ 0.5mで ある。 6。 12・ 13層 を切つてお り、遺構内には11層 が堆積す

る。前述の河道の岸部分が緩い傾斜で 6層 をプロック状に崩 しながら形成されるのに対 し、溝の

壁面は比較的きれいに形成され人為的に掘 られたことがわかる。

溝の両側には 2列一組 と考えられる矢板列や木組みが有 り、調査時に認識できなかった土手が

溝の両側に構築されていた可能性が考えられる。遺構内からは縄文土器・弥生土器・土師器 。木

製品が出土 した。検出面に近いレベルで土師器がまとまって出土 し、床面近 くでは縄文土器・弥

生土器 (6・ 23・ 31・ 38・ 53)が出土 した。

この溝が機能 していた時期は、溝の木組み周辺で出土 した土師器や、D区 で検出した溝に直行

する畦畔が河道の埋まった後に構築されている点から、古墳時代前期から中期前半頃と判断され

る。ただし、床面で出土 した遺物の時期から、溝が掘 られた時期は弥生時代中期後葉から後期前

葉に遡る可能性がある。

3.木組み遺構・畦畔 (図版 7～ 13、 写真図版 2・ 3・ 6～ 8・ 12～ 14・ 16～ 28)

4a層 を除去すると、矢板・杭で長い板材や棒材を固定 した木組み遺構や、矢板・杭だけの列

が調査区のほぼ全域で検出された。調査区中央を東西に伸びる中心的な木組み遺構は、確認調査

の 3T北・ 5Tで検出されたもので、前述の溝状遺構の両側に構築され 2列 1組 となる。抗列間

の幅は約0.3～ 0.4mで、さらにこの杭列が 2組セットになって計 4列で間に溝のある遺構を構成 し

ていたと考えられる。調査区内では約85mに わたって検出され、検出状況からさらに調査区外に

続 くことは間違いないと思われる。

このほか南北方向に伸びる杭列や木組み遺構を多数検出している。A区では北側で溝や木組み

と直行 して廷びる矢板や杭の列を検出した。東西軸のものと異なり溝を伴わないが、位置関係か

-8-



匠 三 コ
溝

0        20m

― 第 4図 木組み遺構・畦畔 S=1/1000

(2)県 内では江津市古八幡付近遺跡 (文献 1)があり、県外では同じ日本海側の兵庫県豊岡市五反田遺跡 (文献11)、

同出石町佐川遺跡 (文献12)、 さらに遠方では静岡県瀬名遺跡 (文献19)を 参考にした。

第 3章 調査の結果

らほぼ同時期のものと思われる。D区北側で検出した矢板列と杭列 も、溝および木組み遺構 と直

行するように造られているので同時期の遺構 と考えられる。また、D区 では溝の南側でも短いが

直行 して伸びる杭列を2か所検出している。

B区 は最 も杭列が密集 した所でそれぞれの前後関係を明確に判断できなかった。このうち南北

に伸びる杭列は、切 り合い関係の少ない南側を見ると、東西軸の木組みに似た 2列一組になって

いる。さらに、残存状況は良 くないが並行する杭列を確認できるので、同様の機能を持つ遺構の

可能性が考えられる。また、B,C区 では溝や東西軸の木組み遺構 と全 く異なる軸の木組み遺構

を検出した。これらは調査区のほぼ中央から北東に向かって伸び、途中で直角に近い角度で北西

に向きを変えて調査区の北側へ と伸びている。 C区のものは滞に伴 う木組み遺構 と構造が良 く似

てお り、同時期か連続する時期の遺構 と考えられる。 E区では木組みが調査区の西狽1で若千南に

曲がっていた。

これらの木組み遺構は形状から基本的に土留めを目的に構築されたと考えられ、D区北側で検

出した杭だけのものは本来固定 していた板材・棒材が外れたものと推測される。具体的な性格と

しては、県内外の同様な木組み遺構の夕rDか ら、溝の両側に構築された木組みは水田の水路の土手

を補強するもの、 1列 の矢板・杭列は畦畔の補強を目的としたものと判断される。

4.地割遺構 (図版16～ 20、 写真図版 9～ 12)

A～ C区 。1l Tで 3層除去後に検出した。細長い木を1.8～ 2.2mの 幅で軸に合わせて並べており、

畦畔。木組み

-9-
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垂直に打ち込んだ木も部分的に残存する。木が並べられた範囲では拳大から人頭大の石が出土し

た。また、A区 とC区では遺構と一部重複して白色の砂を検出した。このような遺構は当地域で

報告された例が無いが、A区で十字に交差する部分がある点、東西の軸と並行すると考えられる

並びが54～ 55m(約半町)北の■T内で検出された点、割付に使用したと考えられる石が出土し

た点、軸が方位に近い点などから水田の地割に関係する遺構と考えられる°
。遺構を構成する木や

枝はほとんどが表面に加工が無く、若干板材が混じる。これらの木で用途の判断できる木製品は

無かった。

地割遺構や周辺からは図版26に掲載した土師器の杯や皿、青磁椀、金属器が出上した。土師器

の年代はおよそ平安時代後半から鎌倉時代の前半と判断され、出土状況から地割遺構に伴うもの

で、地割が機能していた年代の遺物と考えられる。また、調査区の南側で、土師器の杯がほぼ直

線に並ぶように出土している (図版19)。 これらは東西の地割の約18m南に平行しているので、同

時期の畦畔を反映している可能性が考えられる。

地割遺構は検出状況や軸の方向から、基本的に古墳時代以降の水田の区画を大幅に改編して造

られたと考えられる。この造成が行われた時期は、図版14に示すように地割と重なる位置で須恵

器 (91・ 93・ 96。 98)が出上していることから、平安時代前半に遡る可能性も考えられる。

第 5図 平安～鎌倉時代の地割 S=1/1000

(3)岩本次郎氏の御教示による。幅が広く側溝が無いなど不明な点もあるが、条里的な地割として大過ないと思わ
れる。

臨

‐‐Ｔ

0        20m

―
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第 2節 出土遺物

今回の調査では縄文時代晩期から近世 。近代にいたる様々な時代の遺物が出土した。このうち

本書では近世以前の遺物を掲載した。また、出上した土器類は図示できるものは可能な限り掲載

しているので、今回出上した土器の時代毎の数量や器種の比率をほぼ反映させている。

1.縄文土器 (図版21、 写真図版40)

縄文時代晩期の深鉢・浅鉢が出土した。今回出土した縄文土器はほとんどが細片で数も少ない。

このうち 1は 14層 上面で出土した深鉢で、器壁の状態は良好で表面に炭化物が付着していた。突

帯文深鉢 2は、文献 3で無刻目突帯D類に分類されるものである。

2.弥生土器 (図版22～ 24、 写真図版40～44・ 88)

弥生土器は出雲・隠岐 I～ V様式のほとんどが出土した。しかし、当地域で比較的多 くの集

落 。墳墓が確認されているV-2～ 4様式前半 (草 田4期 )の土器は出土せず、次に土器が出土

した草田 5期以降まで遺物の空白期間がある。器種毎の出土量は胴部の破片を含めると甕が大半

を占め、壷はやや少なく高杯・器台は出上しなかった。また、大半が河道や河道の岸部分で出土

し、炭化物が付着したものも多い。22は 壷の肩で、外面に黒色の格子目文様が施されている。時

期は、図示した肩部以外に接合できなかった胴部下半の破片も出土しており、内面に縦方向のヘ

ラケズリが施されるのでおよそⅣ様式のものと判断される。241ま 直口壼で、口縁端部を外方に拡

張し上面に4条の凹線を廻らせる。口縁内面には接合時の指の痕が明確に残る。251よ厚みのある

口縁部が短 く屈曲するもので、内面下部にミガキ調整が施され、煮炊きの痕が無いことから短頸

壼と判断した。36イよ大型の重で、煮炊きによる災化物の付着が明確に残る良好な資料である。口

縁部から頸部の外面に長い刺突文を施す。37も 同様な壷の口縁部で、頸部外面に沈線と刺突文を

施す。内面にはヘラケズリの痕が明確に残る。40・ 41は器壁の薄い胴部片で外面には炭化物が厚

く付着する。42～ 44は 口縁端部に面を持たないもので、草田 5期の甕と判断したが古墳時代前期

の上師器の可能性もある。

3.古墳時代の土師器 (図版24～ 26、 写真図版、43～46)

今回の調査では古墳時代前期から中期の甕が最も多く出土した。木組み遺構や 4層 。7層上面

で出土した木製品の多くはこの時期のものと考えられる。古墳時代前期前半の甕は基本的に山陰

系の複合口縁甕で外来系のものは見られなかった。また、出土量は多かったにもかかわらずほと

んどが細片で全形の分かる資料は無く、一部が月同部上半まで復元できた程度である。前期後半か

ら中期は退化した複合口縁と内彎する口縁をもつ甕が出土している。56は外面が真っ黒になるほ

ど炭化物の付着し、肩部に間隔が不規則で広い刺突文を施す。64は不定方向にハケメ調整を施し

た後丁寧に横方向のハケ調整を施し、九い肩を形成している。須恵器の杯や甕が出上した古墳時

代後期以降の上師器甕は出上していない。重は弥生時代に比べ出土量が減少している。直口壼73

は口縁端部に面を持ち、厚みのある底部は僅かに面を持つ。高杯は図示できたのは杯部のみで、

脚部の細片が数点しか出土しなかった。図示した杯部のうち80は内面が黒色に変色し蓋に使用し

た可能性が考えられる。821ま外面に細く強いミガキ調整が施される。器種は低脚郭に分類したが、

炭化物の付着状況から複合口縁奏の内蓋に使用されたと判断される。85・ 86は 表面に赤彩の痕が

あり器壁はやや厚い。古墳時代後期以降の可能性がある。
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4.須恵器 (図版25・ 26、 写真図版46～ 48)

古墳時代後期の蓋杯が 3点出土 した。87は 小型で天丼部のケズリが見 られない蓋である。体部

外面に沈線を廻 らせ稜を表現するなどあまり例を見ない形態であるが、およそ出雲大谷編年 6期

に並行するものと考えられる。88・ 89は 出土状況からセットになると考えられる。89は 九みのあ

る底部の外面中心部分に板 日の痕が付いている。93は器壁が薄 く壷類の胴部 と判断した。甕は胴

部の破片のみ出土 し時期を明確に判断できなかったが、10oは タタキの形態から平安時代後半のも

のと考えられる。壷120は肩部外面に細かい格子ロタタキを施す。内面はナデ調整で指の痕が明確

に残 り、歪みも目立つ。平安時代後半から鎌倉時代初め頃のものと推測される。

5.平安時代以降の上師器 (図版26、 写真図版47・ 48)

地割周辺で比較的まとまって出上 した。101は 底部にヘラ切 りの痕が残るもので、口縁部を欠損

するが青木遺跡出土の皿 と類似することから皿 と考えられる。杯類はやや厚みのある底部に内彎

する体部が付 くものが多い。全形の分かる資料は少ないが、広江氏の年代観や出雲市青木遺跡の

上師器を参考にして、12世紀頃のものが中心であると判断した。104・ 107は 内面全体に炭化物が

付着 している。105は底部外縁に高台の剥離後平坦に整えた痕がある。皿は底部のみで年代を判断

できなかったが、出土状況や胎土 。焼成から杯とほぼ同時期のものと考えられる。

6.陶磁器 (図版26、 写真図版121)

近世以前の陶磁器は、地割遺構で出土 した青磁椀121の みである。

フ.金属器 (図版26、 写真図版48)

C区南の 4層上面で123が 1点 出土 した。形状から藝または船釘と推測される叱

8.石器 (図版21・ 26、 写真図版48)

打製石斧 2点 と砥石 4点が出土 した。打製石斧は形状から遺物の出土 している縄文時代晩期の

ものと考えられる。砥石は時期を判断できなかったが、古墳時代以降の可能性が高い。このほか

D・ Eの南側で軽石が出土 している。全て 4層 より出土 してお り、この時期は水田になっている

ので、どのような目的で持ち込まれたのか不明である。

9.木製品 (図版21・ 26～ 78、 写真図版51～ 88)

今回の調査では非常に多くの木製品が出土した。遺構に再利用された建築部材や、先端を加工

しただけの杭を含めると、5000点 以上出土している。現地調査時に木器と判断したものは全て持

ち帰ったが、遺構に再利用された部材や大型の部材は、当初の加工が残っているものや特徴的な

部材のみ持ち帰った。現地から持ち帰った木製品の総数は609点 である。このうち、種別が判断で

きるものと代表的な部材の計325点 を本書に掲載した。

第 3表 掲載木製品の数量

木製品の時期は、12層 以下で出上したものは縄文時代晩期、地害J遺構に伴うものは平安時代以

降、それ以外は弥生・古墳時代のものと判断した。12は 14層上面で出土した用途不明の木製品で、

工具 農具 紡織具 逼搬具 漁榜具 武器 食事具 容器 雑具 部材
用途不

明品等
計

3 1 2 32 325

は)穴澤義功氏の御教示による。
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出上 した層位から縄文時代晩期のものと考えられる⑬
。122は 中世の漆椀で、内面は赤、外面には

黒地に赤の緻密な文様の漆が塗られる。

128～449は弥生・古墳時代の木製品である。これらの木製品の時期は河道内の 8。 9層で出土

したものは、土器の出土状況から弥生時代中期中葉～後期前葉のものと判断される。 4層 。7層

上面付近・溝内で出土 した木製品は、古墳時代以降のものが主で一部弥生時代の木製品が含まれ

ると考えられる。以下、種別毎に記述する。

工具は掛矢のみ出土 している。いずれも使用痕が残 り、木組みや畦畔に接 して出土 しているの

で、これらの構築時に使用されたと考えられる。身と握 りの境が次第に細 くなる128と 、明確な段

を持つ129・ 130の 2種類があり、128は加工が雑で枝の根元を残 したまま使用している。

農具は鍬、鋤、田下駄、穂摘具、鎌柄、編台目盛板が出上 した。田下駄は遺跡の性格を反映 し

て比較的まとまった量が出土 している。このほかに、用途不明品や他の種別に分類 した木製品の

中で田下駄の可能性が考えられるものもあり、総数はさらに増える可能性がある。 3孔式、 4孔

式のほか側面にV字の狭 りを入れる田下駄146も 出上 した。153は 内側の 3か所にくびれがあり、

田下駄の可能性が高いと考えられる。154は 松江市福富 I遺跡出土木製品を参考にして、古墳時代

後期以降の高足田下駄部材 と判断 した。穂摘具1551よ 河道下層で出上 した。県内での出土は稀で、

付近で炭化 した穎稲が出土 している点も注目される。刃部は鋸歯状で、時期は弥生時代中期後葉

から後期前葉と考えられる。157は 間隔約12cmの 刻みのある板材で、編台目盛板 と判断した。

紡織具は紡錘158が 1点出土 したのみである。運搬具は天秤棒、緊縛具、田舟が出土 した。

漁粉具は櫂が 3点出上 した。1641ま 水かきに長方形の孔があるもので、スギを使用 してお り部材等

を再加工 したと考えられる。165は 河道で出土 した全形のわかる資料である。

武器は盾が 2点出土 した。166は C区の 7層上面で出土 したもので、本来の三分の一程度が残存

する。割付線に合わせ多数の小孔が開けられ、小孔の間に綴組の痕跡が残る部分 もある。このほ

か 2個 1組の孔が上下に 1組開ずつ開けられる。167は確認調査時に3T北で出土 したもので、細

片に砕けている。小孔が規則的に開けられ、表面には赤彩の痕跡がある。

食事具は杓子が 2点出上 した。169は 加工が粗 く未製品の可能性がある。容器は主に槽・盤 と到

物桶で、他に椀や蓋が出土 している。173は 側面と上面の窪み内に孔が開けられてお り小型の蓋 と

考えたが、詳 しい用途は不明である。182は 大型品で、 3T北で木組みに使用されていた。到物桶

のうち、183・ 187・ 188は 内面に、185は 両面に黒色物が塗布される。

雑具は腰掛 と箱が出土 した。腰掛は到物と指物の両方が出土 している。指物腰掛の座板198は 表

面の残存状態が良く、上面の窪みが確認できる。箱の部品には残存状態の良いものが多 く、204・

205・ 208・ 209・ 211に は木釘や楔が残っていた。211と 212、 213と 214は それぞれほぼ同地点で出

上 したもので、同一回体の部品である可能性が高い。

部材は最も多 く出上 し、雑具の部材 と考えられるものと建物やその他の構造物の部材 と考えら

れるもの分けられる。今回の整理作業では、比較的小型で厚 さの薄いものや加工の丁寧なもの

(215～ 263・ 444・ 445)を雑具部材に、大型で厚手のものや加工の粗いもの (264～ 369・ 447・ 448)

(5)こ れと似たものに、鹿島町稗田遺跡 (文献 7)の最下層 (縄文時代晩期前半の深鉢が出土)で出上した櫂状の

木製品がある。
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を建築部材におおまかに分類した。215。 216・ 444は栓で、遺跡内に再利用を目的に逗び込まれた

部材に付いていたものと考えられる。2171よ 片面の加工に特徴がある板材で意図的に凹凸を付けて

おり、琴の上板の可能性が考えられる。245～ 252・ 256は 同地点で組み合わせるように出土した部

材で、出土状況は使用時に近い状態であると考えられる。

278は C区木組みの横板に使用されていたもので、古墳時代の建築部材と考えられる。削り出しで

作られた円形突起の中心には、円の割付時に付いた小孔が残っている。327は枝を利用してL字に加

工した部材である。C区の河道床面で出土したもので、A区の1可道南岸部分でも同様の部材が出土し

ている (写真図版31)。 時期は弥生時代中期中葉から後期前葉と考えられる332・ 333は D区畦畔を構

成していたと考えられる部材で、セットで使用されていた可能性が高い。時期は古墳時代前期から中

期と考えられる。357・ 360～369は端部のみ加工した杭で、主に河道で出上し、弥生時代のものが多

いと考えられる。長さ1.5～ 2m前後のものが多いが、長いものは3～ 4mに もなる。

用途不明品としたものは部材以外の木製品で用途を判断できなかったものである。370～ 3761ま

C区の河道床面で組み合わせた状態で出土した。調査時に出土状況の図化 。撮影を行っていない

が、組み合わせの状況は写真図版81の ようになる。写真は座 り具合から転地を判断したもので、

370の 上に三角形の側版371・ 373・ 374を 固定する。371に対 し373が一回り小さいので374を継ぎ足

している。この上に372を突起が370の快りに収まるようして乗せ、楔375・ 376で固定する。さら

に側版や楔を多数の木釘で固定するので、非常に強度を持たせようとしたことがわかる。372上面

に見られる小孔は木釘で何かを固定したとも見られるが、詳しい用途や目的は不明である。また、

377は 同地点で出上 した棒材で、組み合わせの状況は不明だが同じ木製品の部品の可能性がある。

378は B区南の 5層 で出上したもので、外面には鋸歯状の文様が彫られ赤彩の痕跡がある。やや反

りがある点や九い孔が丁寧に開けられている点から短甲の破片の可能性がある。379～ 3851ま 1か

所でまとまって出土した (写真図版37上 )。 全て側面を丁寧に削って丸くし、先端も丁寧な加工で

細く仕上げてある。雑具部材とした241も 同地点で出土しているので関連する可能性も考えられる。

400は C区の河道北岸に貼りついて出土した木製品で、一見の櫂のように見えるが他の櫂と形状、

加工、広葉樹で作られている′点などが異なる。特に注目されるのは断面V字の線刻で文様が彫られて

いる点で、この文様は「和爾」または「竜」を表す可能性が考えられる叱 その場合400は儀器の可能

性がある。401は D区の溝床面で出上したもので、大型であるが′鳥形の可能性が考えられる。409は形

状や内面の到り込みの特徴から鞘形の木製品と考えられる。ただし、長さ103cm、 厚さ5.6cmと 非常に

大型で重量があり、方形の孔が開けられる等不明な点も多い。付近で盾166が出土している。410は D

区の溝内で水平になって出上した (写真図版%上 )。 木組みの抗を打ち込まれた際に「身」の一部を

破損しているので、古墳時代前期かそれ以前のものと考えられる。転地は不明である。「柄」の部分

は厚く角柱状になり、「身」の部分は端部が薄くならず反りがある。未製品にも見えるが、「身」の部

分が丁寧に加工されているので製品と判断した。411～431は板材の片方の側面に狭りを入れるもので、

遺跡内で多数出上した。大きさは大小あり、短辺を斜めに切断するものや九く加工するもの、狭りが

丁寧なものや粗いものなど、様々なバリエーションがある。部材を再利用したものが多く、用途は不

明だが出土量の多さから遺跡の性格を反映する遺物と考えられる。

(6)埋蔵文化財調査センター内田律雄の教示による。
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第4章 五反配遺跡発掘調査における自然科学分析

渡 辺 正  巳 (文化財調査コンサルタント帥)

はじめに

五反配遺跡は島根県中央部、簸川郡大社町杵築東に立地する遺跡である。五反配遺跡では、島

根県立歴史民俗博物館建設に伴い緊急発掘が行われた。

本報は、上記緊急発掘に伴い、遺跡周辺の古植生などの「古環境」の推定を目的として、島根

県教育庁埋蔵文化財調査センターが文化財調査コンサルタント伽に委託 。実施した、自然科学分

析 (花粉分析およびプラント・オパール分析)結果の報告書を、まとめ直したものである。

試料について

分析試料は、第 6図 に示す各地点で、発掘担当者と協議の上、文化財調査コンサルタント株式

会社が採取した。各地点の模式柱状図および試料採取層準を第 7～ 11図 の各種ダイアグラム左端

に示す。

分析方法

花粉分析処理は渡辺 (1995)、 プラント・オパール分析処理は藤原 (1976)の グラスビーズ法に

従い実施した。全ての分析の観察・同定は、光学顕微鏡により通常400倍で、必要に応じ600倍 あ

るいは1,000倍 を用いて行った。花粉分析では原則的に木本花粉総数が200イ固体以上になるまで同定

を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。またイネ科花粉を中村 (1974)に 基

づき、イネを含むイネ科 (40ミ クロン以上)と 、栽培種を含む可能性の低いイネ科 (40ミ クロン

未満)に細分した。ただし、多くの試料で花粉化石の含有量が少なく、木本花粉を200個体検出す

ることができなかった。プラント・オパール分析では、グラスビーズカ�oo個体以上になるまで検

鏡を行い、同時に検出されるイネ他数種類の機動細胞由来のプラント・オパールについて同定を

行った。

分析結果

分析結果を第 7図の花粉ダイアグラム、第 8～ 11図のプラント・オパールダイアグラムに示す。

第 7図の花粉ダイアグラムでは木本花粉総数を基数として各分類群毎に百分率を算出し、木本

花粉を黒塗リスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクトルで示している。また、花粉ダイアグラ

ム右側に「針葉樹花粉」、「広葉樹花粉」、「草本花粉」に「胞子」を加えた総合ダイアグラムを示

している。総合ダイアグラムでは、計数値の合計を基数にそれぞれの百分率を算出し、累積百分

率で示してある。

図 3～ 6の プラント・オパールダイアグラムでは、各分類群毎に検出数をlgあ たりの含有数

に換算し、スペクトルで示している。

花粉分帯

花粉組成の特徴から以下のように地域花粉帯を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。また、

本文中では花粉組成の変遷を明らかにするために、下位から上位に向けて記載し、試料Noも 下位

から上位に向かって記した。

(1)Ⅳ帯 (試料No12～ 10)

アカガシ属のほか、マツ属 (複維管束亜属)、 スギ属が他の種類に比べ高率を示す。また、草本
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花粉の割合は低いが、水生、湿地生の種類が多産する。

(2)Ⅲ 帯 (試料No 9～ 7)

スギ属が卓越傾向にあるほか、マツ属 (複維管束亜属 )、 アカガシ亜属が他の種類に比べ高率を

示す。草本花粉ではカヤツリグサ科が卓越する。

(3)Ⅱ 帯 (試料No 6～ 3)

マツ属 (複維管束亜属)が増加傾向を、スギ属、アカガシ亜属はやや減少傾向を示す。草本花

粉ではイネ科 (40ミ クロン以上)が卓越する。

(4)I帯 (試料No 2、 1)

マツ属 (複維管束亜属)が卓越するほか、特徴的に検出される木本花粉は無い。草本花粉では

イネ科 (40ミ クロン以上)が卓越する

稲作について

プラント・オパール分析を実施 した層準のうち、 4a層 より上位でイネが高い検出量を示 した。

経験的に5,000イ団体/gの検出量が稲作判定の目安 とされているが、 3層上部の全てと、 4a層 の

ほとんどの分析試料がこの値を上回つている。また5,000個体/gを下回るが、 4b層、 5a層 か

らもイネが検出されている。堆積物中での生物擾乱を加味すると、 3層 、 4a層が稲作耕土であ

ったと考えられる。また花粉分析結果では、 5a層 より上位でイネ属を含むイネ科 (40ミ クロン

以上)花粉が高い出現率を占めている。さらにこれらの試料では、オモダカ属やセリ科などの

「水田雑草」 も安定して検出されている。

プラント・オパール分析および花粉分析の結果から、 3層 、 4a層 は水田耕土であったと考え

られる。一方、 4b層 、 5a層 についても水田耕土であった可能性があるものの、生物擾乱によ

る混入や他地点から流入した可能性も残る。

また、 lb層 、 2層 も水田耕土と考えられるが、イネのプラント・オパールの検出量は低い。

このことは、収穫方法 (穂刈 りあるいは株刈 り)の違いによる、水田内への葉 (分析対象 として

いる機動細胞由来のプラント・オパールは、葉身に存在する)の残存状況や、水田としての利用

頻度 (長 さ)に 由来すると考えられる。

古環境推定

花粉帯毎に、遺跡周辺の古植生を中心とした古環境を推定する。

(1)Ⅳ帯期

出土遺物および従来の14C年代測定結果から、縄文時代晩期頃の植生を示 していると考えられ

る。また花粉組成から、大西ほか (1990)の スギ亜帯に相当すると考えられ、その推定年代 と矛

盾 しない。

草本花粉では、ガマ属やカヤツリグサ科、イネ科、ヒシ属花粉が数%の 出現率を示す事、 ヨシ

属のプラント・オパールが高い検出量を示す事、および層相の観察から遺跡近辺には、抽水植物

や浮葉植物の繁茂する沼沢湿地が広がっていたと考えられる。

アカガシ亜属花粉が卓越 し、背後に迫る北山 (弥 山)山地にカシ類が分布 していたと考えられ

る。ここではシイ類花粉やクスノキ科花粉は検出されていないがカシ類とともに照葉樹林を形成

していたと考えられる。マツ属 (複維管束亜属)は、遺跡西部から南部に続 く砂丘地帯に主 とし

て生育 していた可能性がある。このほかコナラ類 とともに、北山 (弥 山)山地に小規模の遷移林
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(二次林)を形成 していた可能性 もある。スギ属は同時に検出される針葉樹種と共に、北山 (弥山)

山地高所で温帯針葉樹林を形成 していた、あるいは広葉樹 とともに暖温帯針広混治林を形成 して

いた可能性がある。

(2)Ⅲ 帯期

出土遺物および従来の14C年代測定結果から、縄文時代晩期頃以降の植生を示 していると考え

られる。また花粉組成から、大西ほか (1990)の スギ亜帯に相当すると考えられ、その推定年代

と矛盾 しない。

草本花粉ではカヤツリグサ科花粉が卓越することと層相の観察から、遺跡近辺には沼沢湿地が

広がっていたと考えられる。さらに、No l地 点近辺にはカヤツリグサ科が繁茂 していたと考えら

れる。

木本花粉ではスギ属が卓越 し、北山 (弥 山)山地高所の温帯針葉樹林あるいは暖温帯針広混治

林中に生育 していたスギが、谷斜面に沿って分布域を広げていったと考えられる。あるいは沼沢

湿地周辺にまで分布を広げていた可能性 もある。マツ属 (複維管束亜属 )、 アカガシ亜属の分布に

関しては、前時期からの変化は考えにくい。

(3)Ⅱ 帯期

4b、 5a層 について堆積時期推定の決め手を欠 くが、出土遺物からⅡ帯期は古墳時代以降中

世末頃までの植生を示 していると考えられる。また花粉組成から、大西ほか (1990)の カシ・ナ

ラ亜帯に相当すると考えられ、その推定年代 と矛盾 しない。

草本花粉では、Ⅱ帯より上位でイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が高率を示 し、下位のⅢ帯とは

異なるオモダカ属、セリ科などが検出されるようになる。このことは前述のように、遺跡近辺に

水田が広がった事を示唆する。

木本花粉ではマツ属 (複維管束亜属)花粉が増加傾向を示 し、スギ属、アカガシ亜属はやや減

少傾向を示す。開発に伴い北山 (弥 山)山地山麓～山腹の照葉樹林やスギ林はアカマツを主体 と

する薪炭林 (いわゆる「里山」)へ と変わっていったと考えられる。

律)I帯 期

出土遺物から近代から現代の植生を示 していると考えられる。また花粉組成から、大西ほか

(1990)の マツ亜帯に相当すると考えられ、その推定年代 と矛盾 しない。

イネのプラント・オパールの検出量は低いものの、引 き続 きイネ科 (40ミ クロン以上)花粉が

高率を示す。このことから、引き続き水田が広がっていたと考えられる。

木本花粉ではマツ属 (複維管束亜属)花粉が卓越 し、コナラ亜属花粉やクマンデ属―アサダ属

花粉を伴 う事から、北山 (弥 山)山地は昭和初期に見られるような、アカマツ、コナラ類、シデ

類などを要素とする薪炭林 (い わゆる「里山」)で被われていたと考えられる。

まとめ

五反配遺跡で花粉分析、プラント。オパール分析を行い、以下のことを考察 した。

(1)花粉分析結果から、 I～ Ⅳ帯の 4花粉帯を設定 した。

(2)花粉分析結果およびプラント・オパール分析をもとに、縄文時代晩期以降の遺跡周辺の古

環境を推定 した。特筆すべ き点は、以下の事柄である。

① E帯期 (古墳時代以降)遺跡周辺で水田耕作が行われた。
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② 水田開発とともに森林の開発も進み、北山 (弥山)山地に分布した照葉樹林、スギ林は「里

山」へと移り変わっていった。

③ 縄文時代以前は、遺跡近辺には沼沢湿地が広がっていた。

引用文献
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スギ属

カノミノキ属

マツ属 (複維管束亜属)

コナラ亜属

オモダカ属

ニレ属―ケヤキ属

ヨモギ属 キク科 (オナモ ミ属Type)

ヒシ属

スケールバーは10 μ m(o.0111ull)イネ科 (40ミクロン以上)

花粉化石顕微鏡写真

ー

ブナ属 アカガシ亜属

ーガマ属

ー

アブラナ科
ーセ リ科
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第 5章 まとめ

五反配遺跡は発掘調査の結果、弥生時代以降の水稲耕作に関わる遺構や遺物が確認され、古 く

から水田となっていたことが判明した。この章では各時期の状況を整理 し、特徴的な遺構・遺物

について検討を行つてまとめとしたい。

1.各時期の状況について

縄文時代晩期 晩期の深鉢や櫂状の木製品が腐植層 (12・ 13層 )の底で出土 したことや、自然科

学分析の結果から、縄文時代晩期の遺跡周辺は沼沢湿地が広がつていたと考えられる。この時期

の集落は、土器が出上 した出雲大社境内遺跡が立地する遺跡北側の低丘陵上にあったと推測され

る。

弥生時代 遺跡全域で腐植層の上に灰白色の粘土 (6層 )が堆積 し歩行可能となるのは、土器の

出土状況から縄文時代晩期以降と考えられる。この粘土層は腐植層を削平するように堆積 し、遺

跡周辺の便槽工事や修理免本郷遺跡の調査でも広 く確認されているので、洪水などで北山方面か

ら運ばれてきた粘土が堆積 したものと推測されるい
。今回検出した河道は 6層堆積後に形成されて

お り、下層で古墳時代の遺物が出土 しなかったので弥生時代の遺構 と判断 した。河道の下層や岸

部分では主に中期中葉から後期前葉の土器が出上 し、鋤・田下駄・穂摘具などの農具や穎稲が出

土 したことから、この頃には付近で水田耕作が行われていた可能性が高い。また、河道 と並行す

る溝が掘られた時期は、弥生時代に遡る可能性 も考えられる。

古墳時代 前述の河道は、土器の出土状況から古墳時代には埋 まっていた可能性が高い。一方、

前期には溝に伴 う土手を補強する木組みやこれと直交する方向の木組み畦畔が構築され、水田は

さらに整備されていたと考えられる。溝は水路 として機能 していたと考えられ、上層で古墳時代

前期後半から中期前半の上器が出土することから中期には埋まっていたと考えられる。また、B

区で検出された複数の杭列で構成される畦畔は、溝や溝に伴 う木組みと方向が異なり、付近で古

墳時代後期の須恵器蓋林が出土 した。このことから溝の方向と無関係の木組みや畦畔は溝が埋ま

った古墳時代中期以降に構築されたと考えられる。

木組みを構成する杭・矢板・横板は基本的に建築部材等を再利用 したものだった。隣 り合う杭

や矢板に類似する例が多 く、D区 の木組みを構成 していた353・ 354の ように接合するものもあっ

た。これは土手や畦畔を構築する際に、あらかじめ用意 した建物等の部材を現地で再度適当な大

きさ・形に再加工 して使用 したためと考えられる。今回整理を行った出土木製品の中には、矢板

と杭に明確に区別 しきれなかったものもあるが、再加工する際に先を斜めに切断する以外特に意

識されなかった為 と推測される。以上の点から、木組みを構成する杭 と矢板の違いに特別な使い

分けは無かったと考えられる。

平安時代以降 3層除去後に検出 した地割遺構は出土遺物 より平安時代以降のものと判断 した。

図版20は検出 した地割を周辺の地形図にはめ込んだもので、方眼は調査区内の地割と1l Tで検出

した地割の間隔に合わせて54m(約半町)方眼にした。これを見ると遺跡周辺に地割 り遺構 と近

い軸の区画が存在することがわかる。ケバで表現されているものや、砂丘上の小道や畑など近年

(7)高安克己氏、渡辺正巳氏の御教示による。
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整備されていない区画に軸の合うものがある点は注目され、周辺の古い区画は平安時代の地割を

反映している可能性が考えられる。また、鎌倉時代中期の出雲夫社と周辺を描いたとされる「杵

築大社井神郷絵図」 (千家尊祐氏蔵)で は、遺跡周辺は整つた水田として表現されている。これは

単に模式的な表現でなく、今回の調査で検出された地割を表現したものと思われ、このころ絵図

に描かれた範囲に調査区同様の地割が整備されていた可能性が考えられる。今回遺跡の小字名を

確認する際大社町の切図で確認したが、現在の地図では単に庭園として表現される歴博建設予定

地内に、地害Jと 同じ軸の区画が存在していた。このため今後さらに調査を進めることで、より詳

しくこの地害Jについて知ることができると思われる。

深
59

章
72

韓
69

~92

Ｕ

鵬

第12図 土器に付着 した炭化物 S=1/8

再印

0      1:3     1ol蘭
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2.炭化物の付着 した土器について

今回出土した古代以前の上器には、表面に炭化物の付着したものが多 く見られた。特に、写真図版

41右下・88上 に掲載した弥生時代中期中葉の甕の胴部内面には、煮炊きの際焦げ付いた粒状の炭化物

が付着 しており注目される。接合できなかったが、Ⅲ-1様式の甕27の胴部下半の可能性が高い。炭

化物の付着 した土器のほとんどは甕であるが、壺や不類 も若干含まれる。甕は胴部最大径部分と口縁

部に特に厚 く炭化物が付着 している。壷に分類 される36は胴部下半も残存 しており、内面に厚 く炭化

物が付着 し外面は炭化物がとんだ状態である。高杯80と は蓋に使用されたと考えられる。低脚郭82は

口縁部に炭化物が付着せず、体都と脚部の外面に付着 していることから複合口縁甕の内蓋に使用した

ものと判断される。須恵器皿92は灯明皿に使用されたと考えられる。

3.用途不明の木製品について

今回の調査では弥生時代から古墳時代の多数の木製品が出土 したが、用途を判断できなかった

ものも多数あった。このうちのいくつかについては県内外の類例を探 してみた。370～ 376を 組み

合わせた木製品は現在のところ確認できなかったが、部品372単独 と似た木製品は県内外に類例が

ある。五反配遺跡から最 も近い出土例は出雲市矢野遺跡で、弥生時代の層から出土 している⑬
。県

外の例では、京都府峰山町古殿遺跡 (文献13)、 滋賀県守山市下長遺跡 (文献16)で よく似たもの

が報告されている。これらは多数の小孔を持ち、端部近 くにやや大きな孔を開けている点から同

様の木製品の部品の可能性が高い。儀器の可能性が考えられる

400に類似する木製品は、鳥取県青谷上寺地遺跡 (文献 9)で報告されている。表裏に渦文の陰

刻が施され、小ぶ りで薄作 りなので別の器種である可能性が述べ られている。このほか、鹿島町

稗田遺跡 (文献 7)で出土 している身が楕円形の組合せ式鋤も、文様は無いが身の形状や大 きさ

がほとんど一致するので同様の木製品の可能性が考えられる。

411～ 431の ように板材の片方の側面に狭 りを入れる木製品も、県内外で出土 している。周辺で

は出雲市海上遺跡 (文献 6)で、312・ 313に似た部材の側面に決 りのあるものが報告されている。

また、仁摩町大寺遺跡でも時期は不明だが同様の木製品が出上 している。県外の類例はほとんど

調べていないが、滋賀県森浜遺跡出土の琴上板 (文献14・ 15)は、木目に沿って割れた部分の中

央に狭 りが入れてある。五反配遺跡出土品も含めて板材を再利用 したものが目立つ。以上、用途

不明品の類例をい くつか挙げてきたが、今後は民俗例 と比較 しながら用途を検討する必要がある

と思われる。

4.おわりに

五反配遺跡の調査では、県内で類例の少ない弥生・古墳時代の水田耕作に関係する遺構が検出

された。このような遺構は、調査例が少ないために特殊なものとして扱われがちで、周辺の同時

期の遺構 と関連づけて検討された例はあまり見ない。今回の調査のまとめとして、検出された遺

構・遺物について単に同時期の類似する例 と比較・分類するだけでなく、遺跡の立地する出雲大

社周辺の集落の中でどのように位置づけられるのか検討 してみたい。

近年山陰地方では鳥取県西部の弥生時代後期を中心に集落の研究が盛んで、居住域や墓域、祭

祀跡など集落全体の様子がわかる遺跡をモデルとし、各追跡で検出された遺構が集落全体の中で

(8)園 山 薫氏の御教示による。
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第 5章  まとめ

どのように位置づけられるか検討され始めている。島根県で生産域 (水田)や祭祀を含めた全体

像を窺うことのできる集落遺跡の調査例が無いため、今回は鳥取県鳥取市桂見の遺跡群を参考に

した。ここでは湖山池に面 した丘陵の南側で居住域が検出され、北側には首長墓である西桂見墳

丘墓をはじめ多数の墳墓が築かれている。この集落で五反配遺跡が参考にできるのは、多数の木

製品が出土 した桂見遺跡人 ッ割地区で、弥生時代中期の自然河道が埋まった後に形成された木器
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第14図 鳥取市桂見の集落遺跡

-27-



第 5章  まとめ

溜01・ 02で ある。それぞれ弥生時代後期、古墳時代前期の遺構 とされ、付近で水 田耕作が行 われ

た可能性が高い と見 られている。弥生時代 中期 に流れていた河道が埋 まった後の遺構であるなど

共通する部分があ り、同様 の遺構である可能性が考 えられる。 この遺構か ら西側の丘陵裾 に位置

する居住域 までは約220mで、五反配遺跡の木組み遺構か ら北側の丘陵部 までの距離 もほぼ同程度

である。 このことか ら、五反配遺跡の水 田を耕作 していた集落の住人は、同時期の遺物が出土 し

ている遺跡北側の丘陵上 に居住 していた と考 えて大過 ない と言えよう。 さらに、遺跡南東の砂丘

に立地する原山遺跡 (文献 5)で は、弥生時代後期の貼石墓 と考 えられる遺構 も確認 されている。

原山遺跡が同 じ集落の墓域 にあた り、 ここまで集落の範囲が広が る可能性が考 えられる。 また、

祭祀関係では桂見の弥生集落か ら南西約 1,2kmの 高住の谷では銅鐸が 1個 出土 している。五反配遺

跡北側で も真名井遺跡で銅曳 と勾玉が出土 し、出雲大社境内遺跡で古墳時代前期の祭祀跡が確認

されている。 これまで弥生時代 中期の遺物の出土量が少 な くこの時期の集落の存在 は不明だつた

が、今回の調査 で水 田耕作 に関わった と考 えられる弥生時代 中期 中葉か ら後期前葉の河道が確認

されたことか ら、付近 にこの時期の居住域が存在すると推測 される。 このほか、木組みや畦畔 を

構成す る部材 は、遺跡周辺の居住域で使用 されていた可能性が高い。今後居住域が確認 された場

合、建物の構造や使用 された雑具 を考える重要な手がか りになると考えられる。

以上、五反配遺跡の発掘調査 は、出雲平野部の弥生時代 か ら古墳時代 の集落象 を、居住域 ・墳

墓群 ・生産域・祭祀の面か らより具体的に復元する資料 を提供 したと言える。

参考文献
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第 4表 土器観察表(1)

物

号

遺

番

図

号

写

番 種 別 器種
出土地点
Cッ』権

形態 文lkの特徴 胎土 色 制

縄文主器 深鉢 BS区 (226)
内 :ケ ズリ
タ|:ケ ズリ

径1鰤 の砂粒多 勺:暗灰黄色 (2 5Yre/2)

II:暗灰黄色 (2 5Yfo 2)
児期 ?

麓文土器
口禄部に亥1目 の無い突帝
を貼り付ける 外 :ナ デ

径 l Tn前 後の砂

泣多量

芍:灰 黄色 (25Y6/2)

Ⅲ:灰 黄色 (25Y92)
魔期尖常文期

組文土謡 深紫
区

孵
ＤＳ
帥

内 外 :ナ デ ニ枚貝 によ

る条戻

径1～ 15皿 のワ

粒多量

灰 オリープ色 (5Y身2)

灰 オリーブ色 (5Υ ,2)

内 :ナ デ

外 iケ ズリ後ナテ

径 1～ 2側 の砂

粒多畳

灰黄色 (2 5YR62)

灰黄色 (2 5YRor2)

縄文土器 深鉢 CN区
径 1～ 2皿 の初

粒多量

にぶい黄色 (26YOり
にぶい黄色 (25Y6T4)

縄文主器 深鉢 DS区
内

外

ケズリ後ナデ 径ユ皿前後の砂

粒多廷

灰黄編色 (1ヴrR,D
黒色 (75Y2′1)

縄文主器
外 :ミ オキケズリ後ナデ

径inmの砂粒多

呈

灰責色 (25Y5rll

黒色 (25Y2/1)
晩期突帝文期

縄文土器 i麦鉢 鴻
内

外

径1側 の砂 4‐ 多

タト:1き 灰黄色 (25Y5″ )

晩期突帝文期

肥文土器 ,表外 (76)

内 :ナ テ

外 :不定方nの ケズリ後 ミ
垂05皿の砂粒
歩量

内 :黒 色 (10YR夕1)

外 :黒 色 (10YR2/1)

頚部に段
内 :ナ デ

外 :タ テハケメ後ミガキ

垂1～ 2 amの ,
立多■

暗灰黄色 (25Y,つ )

灰黄色 (25kν )

〔様式

弥生土器 霊 河道
位少量

内 :黄 灰色 (25Y41)
外 :具 色 (25Yク 1)

I-2様式

弥■■器 河道 (203)
口伝下端に■ザミ。ヘラ

描泥線を1条煙らせる

勺:ヨ ヨナデ タテハケ

つ後ナア

|:ヨ ヨナデ タテハケ

玉ユ～1 5nmの砂

立少■

内 :阜 褐色 (25Y371)

外 :昌 色 (Nl勒

弥生主器 漕 口縁部に三角形の刺突文

ヨヨ方向のベ ラ ミガキ
垂05～ 1皿 の砂

立少■

内 :黒栂色 (25Y,1)
外 :黒色 (25Y〃 1)

口様式

講 胴部に段
勺:タ テハケ
′卜:ヨ ヨナテ タテハケ

径2～ 3皿 のf/

粒多量

内 :黄灰色 (25迎 ′つ

外 :1き 黄灰色 (2 5Yra12)
I報式

弥生土器
区経

不

不

径2-59Dの rr/

粧多量

内 :に ぷい黄橙色 (10YR6/3)

外 :に ぶい黄橙色 (10YR613)

弥生土器
¬:タ テハケメ後ナデ

朴:タ テハケメ ナテ
径1～ 2皿 の砂

粒多五

内 :黄 灰色 (25V4′ 1)

外 :に 示い黄澄色 (10YR98)
I様式

弥■■器 河 遭
不 明 径2～ 5皿 の砂

粒少丘

内 :黒 色 (Nl V)

外 :黄 灰色 (25Y4′ 1)
I霧式

弥生土器 芝
口霰部は大きく聞き、端

部は肥厚し下とする。
全面ナテ

傲砂 狂 多 ヤ

白色准子

DN区、

前逆

票部と眉部の境に2条 ll

上の波よ文を施す。

内 〔ヘ ラ ミガヤ、 テデ、

外 :ヘ ラ ミガキ

径3硼 以下の砂

粒多量

内 :に ぶい資橙色 はOYR6/3)

外 :暗灰黄色 (25Y,2)

Ⅳ叔式

阿部下半内面は

タテ方向のベラ

弥生土器 唖
漑

5茶 の凹線文、剃突文、有
内 :タ テハ ケメ ユ ピオサ

エ後 ヨヨナデ
径05皿 の砂疵

少量

内 :黒褐色 (10YR871)

琳 :に ぶい責橙色 95Y673)
IVIk式

頸部にキザミを施した尖

常。胴部最大径部分イこオ!

突文を2粂施す。

内 :タ テハケメ ナデ ヘ

外 :ハ ケ メ後ナデ ヘ ラ
径1～ 15皿の砂

粒多量

筍:に ぶい費色 (25Y6/j)

Ⅲ!に ぶい黄色 (25Y98)
Ⅳ-1様式

9/r生 土器

口縁端部は肥厚 じ面をお
つ。胴部は丸く張り、オ|

突文を廻らせる。 外 :ヨ ヨナア タテハケメ

径l mIの I1/粒 多
エ

内 :黄 灰色 (25Y,1)
舛 :哉女色 (?5Y7β )～ 黄灰

ヒ (25Y4′1)

弥生上器 (192)
口霰部は外観1へ ほ F水平

に拡張する

内 :ヘ ラケズリ後ナ
'外

: 径05醐の砂泣

多二

句:黒 編色 (10γ R3/1)

Ⅲ:黒 色 (5V夕 1)
口様式

弥生土器 甕

内 :ヨ コナア タテハケメ

外 :ヨ ヨナア タテハ ケつ

径05皿以下の

砂北 と25皿以

下の石英 を含

褐黄灰色 (10YR,つ )

黒色 (25Y271)

IIl-1様 式

内面コゲ任土器

弥■■器 霊 CalttBN区
口縁端部を上方につまん
でアクセントをつける。

内 :ヨ ヨナデ ベラケズリ

後ナデ

外 :タ テハケ後ヨコハケ

径lmmの砂粒多

量

ヽ:暗灰黄色 (25Y92)
Ⅲ:黒色 (25Y2′1)

Ⅱ-2様式

弥
=土

器 箋

口縁端部を僅かに上下に

拡張する。口伝瑞部に刑

突文を廻らせる。

砂粒少量、金雲

!少E

句 :褐灰色 (10YR5/1)

Ⅲ:黒色 (25Y2rl)

コ縁部擬回線
内

外

粒

粒

砂

色

微

白

英

Ⅳ-1様式

弥生土器 DS区
内

外

径1皿 前後の初

粒多量

勺 !褐 灰色 (10YR4′ 1)

Ⅲ:黒 色 (75Y〃 1)

弥生土器 CS区 (159)

口縁端部を上下に拡張

し、3条 の回線文を廻ら

内 :ヨ コナデ タテハ ケ

外 :ヨ ヨナデ タテハケメ

径05鰤の砂 li

多量

勺 :灰 黄色 (25κ″ )

Ⅲ:黒 色 (25Y21)

弥生土器 霊

口涙端部を上方に拡張

し、2粂 の回線文を廻ら
内

外

径0 5mlの砂池

少還

旱色 (25Y夕 1)

単色 (25Y2/1)
Ⅳ-2様式

弘生上器 BN区
灰黄禍色 (10VR42)

灰黄色 (25kン )

m様式 ?

内面が早ずんで

弥生主器 霊 河 道
匈:ユ ビオサエ ナデ

|:ミ ガキ ナデ

径ldm以下の靱

泣多三

黒禍色 (2,rvl)
女灰色 (?Syfo11)

弥生i器 AS区

口縁に3粂 の凹線を廻ら

せる。頚部に、ハケ調整

に使用した工具によるAll

突文を廻らせる。

句:ヨ コハケ ヘラケズ リ 径1～ 1 5amの ワ

泣多よ

内 :資褐色 (2 5YV3)～ 黒t
(25Y2′ 1)

クト:黄褐色 (25Y5/3)

V-1様 式



第 5表 土器観察表(2)

物

号

遺

番

図

号
器FL 叫帥

屈位 形態 文振の牛微 l ll考

弥生土器 溝
コ緑瑞部に2条 の凹線文

書部に注線とオ1突文。

内 :ヨ ヨハケ後ヨヨナデ

外 :ヨ ヨ及びタテ方白のツ

ケメ後ヨヨナア

径05～ 1皿の砂

II多ミ

勺 :鈍 い黄橙色 (10YR6′ 3)

Ⅲ:ttい責橙色 (10YR671)

弥生土器 i可遭 (140)
国伝部に3条 の凹線を廼 内 :ベ ラケズリ ヨヨナデ

外 :タ テハケ ヨヨナデ

径 l mllの 砂粒多

猛

内 :黄灰色 (25Y4′ 1)外 :黒

色 (10YR211)

弥
=上

器
内 :ヨ ヨナデ ベラケズリ

外 :ヨ ヨナデ タテハケ
径 1皿 の砂粒多 内 :暗灰資色 (25Y,2)夕 |

黒色 (23F夕 1)
V-1様 式

同部 に芽」突文 を施す
内 :ヘ ラケズ リ 径l mtr以 下のつ

粒を含む
内 :飩 い黄浴色 (10YR6′ 3)

外 :黒 L(75γ 21)

V様式 ?

ススがFJく 付着

弥生上器

型

又

鉢

小

査
胴部に波状文と洸線を施
す。

内

外

径254」 I以下の

砂粒を含む。

内 !暗灰黄色 (25Y42)外 :

黒色 (75Y2′ 1)

V様式 ?

ススが厚く付着

弥主主器 誕
色

上

褐

質

口TF瑞 部は先細りし、稜
は下方に突出する。片部

に刺突文を煙らせる。

キ ベラケズリ外 :ヨ コナ
微 砂粒 多 ヤ

石英 雲母
淡資色 (25Y粥 )

=田
5期

回伝部は外反じ 端吉Ⅲよ

丸い 多鼠

trtい 美褐色 (10YR5/3)

黒色 (10YR2/1)

弥生上器 斐 CS区 (169)
口縁端部は九く、稜は貼
りllけ による

内 :ヨ ヨナデ

外 :ヨ ヨナデ

径0541mの 砂粒

少呈

内 :灰黄褐色 (IOYR92)

夕|1灰 黄褐色 (10VR6ρ)～ 早

色 0叫R62)
草田5期

主師器 誕 凱
脚

片苫卜に平行線文を施す

内

外

ヨ

ik砂 粒 多 い

石英 雲け
鈍い貨色 (25Y∽ ) 草回6期

誕
口iR瑞 部は外方に肥厚じ

面を持つ

内

外 多屁

内 :仄黄色 (25Y62)
タト:灰黄色 (25Y6″ )～ 黒色

DS区
口緑瑞部は外方にEE厚 じ

面を持つ

内

外

垂l rllの 砂粒多

謹

内 :灰黄色 (25Y02)
外 :黄灰色 (25YVゆ

土師器 整 DS区
口伝端部は外方に肥厚

し、稜は賠り付けによる

内

外

優054mの 砂池

多量

内 :灰安色 (25Y6ρ )

外 :灰 黄色 (2 5YOり ～黒色

(25Y21)
草田6期

整
口fR瑞部 1よ 外側 に肥厚 し

面 を持つ

内

外

E05側 の r1/粒

多量
仄黄色 (25Y62)
仄黄色 (25Y62)

AN区、・14 (149)
口tFa・ it部 は面を持ち、内

外に肥厚する

内 :ヨ ヨナア、ベ ラケ ズ リ

後ナテ

外 〔ヨヨナア、ハケメ

優05酬 の砂 粒

少量

内 :灰 黄褐色 (10YRワ2)タト:

黒色 (10Y〃 1)
草口0期

土師器 DS区
日縁瑞部に面を持つ、穆
は下方に尖出する

内

外

ヨ

径05皿の砂粒

多■

内 :飩い黄橙色 (10YR 3)

褐灰色 (10VRVl)

外 :黒 色 (25Y〃 1)

草口6期

少泣多R
内 :仄 責色 (25Y92)
外 :灰 貰色 (25Y92)

■日7期

土師器
BN区 、CN

日稼瑞訃は内側に拡張

し、面を持つ。月吉卜に1

条の波状文を施す。

内

外

ヨ

径05鰤の砂粒

多姐

内 :灰 黄色 (25Y92)
外 :灰 黄色 (25Y02)

小谷8式

口霰瑞部は外片に肥厚

し、面を■つ。稜の上に

泥線が廻る

内 :ヨ ヨナデ、ベラケズリ

外 :ヨ ヨナア、タテハケメ 立少ユ

内 :戌黄色 (2 5Vη 3)

外 :戌黄色 (2 5Yη 3)

～黒色 (5Y〃 1)

回霰瑞部は外側に肥写し

面を持つ

内

外 少・■
■

DS区 、CS
区

(166)

口伝瑞部は肥厚し、面を

持つ。肩都に刺突文を施

す。

内

外

メ

饉05411の 砂粒

少量

内 :灰 貨色 (25Y9')
外 :黒 色 (25γ〃1)

小谷8式

上師語 CN区
口緑端部は外側に肥厚し

面を持つ
修05mの 砂粒

多王

内 :鈍い責澄色 (10YR,3))

外 :鈍い責橙色 (10YR,3))
小谷3式

上師器

口候瑞部にTHIを 持ち蕨は

縦い。肩部に綴くカープ

するベラ猫沈線

内

外

径 l hltの 砂杜 多

外 :黒 褐色 (2 5YVl)
小谷3式 ?

土師器 回霰瑞部に面を持つ
内 :ヨ ヨナデ ケズリ外 : 儀1皿 の砂社多

廷

内 :灰 賞色 (2 5Yo42

外 :灰 黄色 (25Y6′ 2)～ 黒色

(25Y2′ 1)

小谷4式

■ 1市器 CS区 (186)
口縁端部 ,こ 面を持ち 稜

は貼り付けによる

内 :ヨ ]ナ デ ベ ラケズ リ

タト:ヨ ]ナ デ、タテハケメ

径l IILIの 砂壮多

二

内 :鈍い黄俗色 l10YR‐13))

外 :範い黄澄色 (10YR r13))
小谷4式

土師器 発 ES区
国伝部の稜は緩 く、端部

は九い

内 :∋ ヨナデ、ナデタト:ヨ 径05111の 砂泄

多量

暗灰黄色 (25V9?)
阜色 (25Y211)

小彿 式以路

口稼部の稜は水平に突出
する

内 :ヨ ヨナデ、ヘ ラタズ

外 :ヨ コナデ

径0 5odの 砂It

少ff

内 :灰黄色 (25Y92)
外 :飩い費 (25Y93)

BN区、CN
区

肩部 に別突文 を廻 らせ る

|:ヨ ヨナア、ヨヨハケ

外 :ヨ コナア、ヨコハケ

佳25皿 以 下の

砂杜  石 芙 を

含む

内 :晴灰黄色 (25Y52)タ ト:

ltい 黄笹色 (10YR6/3)～ 黒色

(25Y〃 1)

卓田6～7期

土師器
区、 av遭

口縁端部は内外に肥厚じ

上面がく1=む

内

外

ヨヨナデ後ヘラケズつ

ヨヨナテ後ヨヨハケメ
径1鰤 の砂粒 少

壁

内 :仄黄褐色 (10YRワワ)外 :

暗灰黄色 (2,FV2)
大東式

目縁は緩く屈曲し、瑞割 内

外 多
=

内 :灰 黄色 (25Vψ )

外 :灰 寅色 (?5V9り
大束式

と師器 発 CN区
日伝端部は面 を持 ち、内

側 に突出する 外 :ヨ ヨナア、タテハケメ Ёttlriを 含む

内 :灰貰褐色 (10YR9か タト:

灰黄褐色 (10YR,り 大束式

t師 器 斐 CS区
口霰端部内面力ヽ 資くくは 内 :ヨ ヨナデ 径05mの 砂激

少イ

灰黄色 (?5V92)
灰黄色 (25V92)

大束式

口緑部ほ内湾じ端部に平

少社 を含む

内 :暗褐色 (10YR,0)

外 :景 色 (Nl V)
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第 6表 土器観察表(3)

物

号

避

番

図

号 器種
出土地点
Cv退催

影 位 形態 文様の特徴 調 整 術考

土師器 (158) コ縁端部 に面 を持つ
クト:ヨ コナデ ヨヨハケ

径05酬 の砂粒

多量

芍:鈍い黄樹色 (10YR,8)

Ⅲ:黒色 (10YR2′ 1)

1何 部 は接 合 しな

上師器 誕
コ緑端部は僅かに内側に

己曲する
径 lomの砂 粒少

量

勺 :igl灰 色 (10YRrJ11)

Ⅲ:早 褐色 (10YR3/1)

土師器
国示部は内側に肥厚し面
を持つ

内

外

径05皿の砂粒

多E
唾灰黄色 (25Y身2)

上師器
]法部は笹かに内湾し端

部は丸い

内

外
径05馳の砂池

少よ

内 :灰 黄褐色 (10YR42)

外 :黒 色 (10Y廷 狛 )

コ緑部は緩く外反する
内

外

径ユ～2皿 の砂

粒多規
外 :鈍い資橙色 (10YR6/3)～

黒色 (5Y211)

胴 frlは 接 合 しな

■1市 器 菫
AN区 、BN

区
ヨ霰部は直無的に開く

内 :ヨ ヨナデ、粗いナデ
タト:ヨ ヨナデ、ヨコハケメ

径05411以 下の

砂粒多く

内

外

褐灰色 (10YR6rl)

黄灰色 (25Y4′ 1)

土師器 (10) コ緑部は直線的に開く
砂泣少4‐

鈍い黄橙色 (IOYRoe)

土師器
内

外

ベラケズリ後ナデ

不明

径1硼 の砂泣多

凱

内

外

黄褐色 (25Y閉 )

鈍い舞褐色 (10YRfo13)

土HT器 解整が謹 く平坦

内

工
外

径0 5nmの 砂 粒

少量
外 :暗灰貨色 (25V42)ヽ 黒

色(25Y2/1)

区 BS区
内 :ヘ ラミガキ、ナデ

タト:ベ ラミガキ ナデ

密ユ硼の砂粒多
ユ

鈍い女澄色 (10Y蕪 鴻 )

■師器
コ縁部は縦く外反し、錦

“

に1条の洸線が型る
外 :ベ ラミガキ、ナデ、タ 少電 草口7期

i師器 (197) 回霰部は我くタト反する
径05血のV/粒

少■

飩い黄褐色 (19YR5/41

卓口7期

向面が黒 く変色

じ 炭化 bJ力 f付

着 している。苦
に使用 した可能

性がある。

曰歳言卜は緩く外反する

内

キ

外

ケ

′ヽケメ後ベラミガ

ナデ後版射状のハ
径lmの砂泣多
エ

内 :晴灰賞色 (26Yν )

外 :黄灰色 (25YVl)

不都は九く内膏し、脚部
(よ 「ハJの字に開く。夕I

面は強いミガキの力凹凸
が目立つ。

へ

へ

径ユallの 砂社少

辻

金雲,徹F

内 :暗灰黄色 (25Y5T2)

外 :暗灰黄色 (2 5YV2)
蓋 として使用さ

径1～ 15111の砂

泣多三

内 :責灰色 (25Y611)

外 :黄仄色 (25Yげp 全体的に大きく

低脚ネ DS区
口濃端部内面に潰いたII

が理る。 ll:ヨ ヨナデ
径054」 Bの 砂*
多ほ

抗 DSE (127)
日霰端部は丸く、体吉「は

内弯する。

勺 :ミ ガキ

'卜

:ナ デ

径 1皿 の 2r1/粒 多

量

内 :灰 資色 (25Y‐ /2)

外 :飩 い赤13色 (5YR4お )

内タト面に赤杉

体部は綴 く内弯する。
径05m以下″

少粒少モ

内 !ftい赤褐色 (5YR4 3)

外 :黄 褐色 (25Y,3)
内外面とも赤彩

須恵器
天丼部と体部の境に滸が

ある

内 :回 転ナデ ナデ

舛 :回 転ナデ ヘラ切り後
径2 5Tll以 下T

砂社を含む

内 :灰 白色

外 :灰 白色
出雲6朗平令

杯 蓋 回転ナデ 回転ベラ
径3al以 下のI‐r

泣を含む

灰白色 (10Y71)

オリーブ仄色 (25CY6′ 1)
出雲5期

須な器 杯身 BS区 タト:回 転ナデ 回転ヘラ
ズリ ベラ切り後ナデ

粒、黒色粒子を

多く合む

灰

灰

須忘器 杯 身
勺:回 転ナテ ナデ
Ⅲ:回 転ナデ

径1皿 以下の初

粒 をやや多 く

合む

芍:灰 色 (lrJ■ 6′ 1)

朴:灰 色 (lrJ■ 6′ 1)
,世紀 ?

須恵器 杯身

勾 :回 lrナ デ ナデ

'卜

:回 転ナデ' 回転糸う

り ,デ

径31」n以 下の●1/

粒を含む

■:灰 色 (N6か

¬縁部 :オ リーブ灰色
25CY71)

,世紀

須恵器

内 :回 転ナデ 回転ナテ'

後ナデ

外 :回 lrナ デ'回 転糸つ

リナデ

砂粒 を佳か に

合む。黒色の粒

子を多く含む。

内 :階 灰黄色 (25コ ″1)

舛 :灰色 (75Y‐ /1)

口縁部 :仄 色(75YVl)

8世紀後

半灯明皿の可能

性がある。

須恵器
内 :同 ′じヽ日文オサエ

タI:平令タタキ カキメ
径24n以 下の砂
れを含tr

匈:赤灰色 (5R6/1)

Ⅲ:灰 色 (NV)

須恵器 整 DN区 内 :同 じヽ日文オサエ 径 lm以 下の砂

れを含む
勺:灰 自色 (25Y″ 1)

Ⅲ:灰 色 (10Y71)

須恵器
内 :同

`円
文オサエ

外「平行タタキ

径O Sllu以 下の

砂粒を含む

句:灰 白色 (10Yη l)

|:灰色 (10Yγ l)

内 :同 心円文オサエ

外 :平行タタキ
壮 、黒色 の粒子

を含む

勺:灰 白色 (N″ )

Ⅲ:灰 色 (N,)

須恵器 ＡＮ
酬

同小円文オサエ

平作タタキ
径ln II以 下の砂

粒を含む
Ⅲ:暗オリーブ灰色

須恵器 AN区
内 :同 と、日文オサエ

外 :平行 タタキ 砂泣を含む

内 :仄 色 (Nα )

外 :灰 色 (Nα )

須恵器 BN区
内 :同 心円文 オサエ 径1皿 以下の砂

粒を含む

内:暗灰色 (N3か

外 :灰 色 (N7)

須志器
酬
ＣＳ
斜

内 :同 心円文オサエ

タト:平行タタキ 粒、具色の粒子

を含む

的

醐

灰

灰

内

外

内 :回 転ナデ ベラ切り

外 :回 転ナデ
径0 5mm以 下の

砂II多 電
外 :褐 灰色

(10YR01)



第 7表 土器観察表(4)

物

号

遺

者

国

号 種別 器fI 呻蝉
屋 位 形態 文様の半徴 胎 士

底径 器高

内 :回 転ナデ、回転系切り

外 :回 転ナデ 砂li含 む
にぶい黄橙色 (10YR93)

内 !回 転ナデ

外 1回 転ナデ

径 051m以 下 の

砂粒 含む
え黄褐色 (10r蕪 ワ) 12世紀

高台付

杯

内 :回 転ナデ、回転糸切 り

外 :回 転ナデ

径O SII」 tlの 砂粒

少量

黒色 (Nlワ )

暗灰黄色 (25Y,り

12世 i■t

内面に炭化物が

付着する

台

杯
(商 台を

レ賃く)

内

外

回転ナデ

回4/ナ デ

饉05皿 の砂li

多量
灰費色 (25YRψ ) 12世紀

土師器
内 1回 転ナデ、回転糸切り 径05皿の砂粒

多猛
灰黄色 (25YRη ?) 12世紀

土師器 杯 BN区
回転ナデ

回転チア 少粒含む

内 :黒召色 (25Y9Tl)

外 :灰 白色 (2 5Yη l)

12世紀

内面に炭化物が

付着する

■師器
内 :回 転ナデ、回転糸切り

夕|:回 転ナデ

径05皿 の砂泣

少量
鈍い資澄色 (10YR″4) 12世紀

回転ナデ

回転ナデ 少量
灰黄色 (2 5YR6T2) 12世紀

■師器 杯
径05皿の砂粒

少毘
亜い黄橙色 (10YR6/4)

12世 紀

内外に炭化物カ

付着する

土IT器
径0 5mmの 砂社

多置
疋黄t(25Y9〕

土師器 (64)

内

外

底 回転系切り

笹05価の砂泣

多量

(H6) (55)
径0541m以 下¢

砂粒多壁
疋黄褐色 (10YR,2) 12世紀

土師器
AN区

条里遺概

内 :回 転ナデ、回転系切り

外 :回 転ナデ

径0 5om以 下¢

砂li合 も
庶黄褐色 (10vR6″ )

土師器 条里遺柑

勺 :回 転ナテ

Vr止 索切り

'卜

:回 転ナデ

径05硼以下¢

砂粒含む

芍:回 転ナア、回転糸切り

Ⅲ:回 転ナデ 砂粒含む
frい 黄橙色 (10YR‐4)

AN区
条皇遺樹

勺:回 転ナデ、回転糸功 り 径0 5om以 下互

白色社多lT
天黄色 (25YOか

勺:回 転ナデ

Ⅲ:回 転ナテ

径05鮒以下π

砂粒少置
天黄ヒ (2 5YR骸 )

土AI器 駆
潮

:ヽ回 転ナア、回転糸切り
Ⅲ:回 転ナア

径1 0ma以下T

砂粒含む
鈍い黄橙色 (10YRη つ)

須恵器

内 :回 転ナデ ユ ビオサエ

タト1回 転ナデ 格子ロタタ径1皿 以下のF1/

泣を含む

内 :灰白色 (5Yr/1)

外 :灰色 (aF6′ 1)

灰 オリープ (75Y4ρ )

能泉窯系青磁碗

(巨 類)

第 8表 石器観察表

物

号

回

号

写

番 種別 器 種 帥硼
層 位

寸法(cm)
備考

打製石弁 DS区 えオリーブ色 (75Y92)
打製石斧の基部。両端のみ加工。自然面

を残す。

石器 ,製石斧 天オ リーブ色 (75Y92) 上下を欠損。 109と 同 じ石イ と思われる。

石器 角は丸くなっている。

砥 石 灰白色 (10Y熊 ツ2) ほぼ全面を使用している

石器 砥 石 浅黄色 (25Y‐ 3) ,面 とも使用

石器 砥 石 CS区 灰白色 (10Y R82)

第 9表 鉄器観察表

物

号

図

号

挿

番

真

号 種別 器痙
出土地点

Cvttltr
形態 文様の特徴 色調 備 考

鉄4.品
釘

画部近くは幅が広くなる
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第10表 木製品観察表(1)

杉

号

区
号

炉
番

真
■

写
碁 種別 品 目 出土地点 層位 樹 種

存
理

保
処 備 考

21 用途不明品 BN区 13 861 15 ス ギ ○ 両端 とくびれ部が炭化 している

容器 椀 BS区 3 ○ 内面には赤、外面には黒い漆が塗 られる

建築部材 杭
AN区

地割遺構
385 片方の端を削って尖らせる。反対側は炭化 している。

工具 掛失 C区溝 7 _葉マツ ○
握 り部介は、鉛筆を削るように細 くしてある。使用
痕あ り。

工 具 掛矢 D区 満 床 面 677 125 ○ 身と握 りの境が明確にくびれる。使用痕あ り。

I具 掛失 C区 河道 7 153
アカガシ
亜属

○
身と握 りの境が明確にくびれる。使用により潰れて
いる。

農臭 直柄手鍬 A区 溝 1] 13 鍬先のみ

27 農具 出柄又鍬 A区 1可 道 7 15
ガ
属

力
亜 ○ 笠部を持つ。刃部は二又で扁平

農具 曲柄又欽 C区溝 7 767 16
アカガン

亜属
○ 笠部を持つ。刃都は三又で扁平

農呉 曲柄又鍬 A区溝 1] 紹95 21
ガ
属

力
亜 ○ 笠部を持つ。刃部は三又で棒状

農具 柄 D区 河道 7 面取 りが施 されてお り、断面は円形。端部は丸みを
帯びる。

136 硯 農具 組合せ平鋤 C区 河道 9 207 ガ
属

力
亜 ○ 樋 と柄穴を持つ

137 農具 一木平鋤 A区 ,aT道 8
アカガシ

亜属
○ 肩部は発達せず、柄の先端はT字 に作 り出す。

農具 一木平鋤 C区河道 9 854
モチノキ

属
○ 身は長 く、肩からほは直線的で刃部に至る

農具 一本平鋤 A区浦 7 18 71 12 アカガン

亜属
○ 肩部から直線的に刃部に至る

農具 田下駄 A区 河道 9 380 ○ 4孔式。子とは不整形で大 き�

「D3 農具 団下駄 BS区 4 14 スギ ○ 4孔式。子しは方形。角を丸 く削る

開 旦
＾

面
辰 団 F駄 B区 河道 9 24 孔式。孔は方形。

53 農具 団下駄 D区 河道 7 355 335 18 ス ギ ○ 孔式。孔は方形。角を九 く削る

144 31 農具 日下駄 7 91 20 ス ギ ○ VLlま長方形。角を丸 く削る

31 農具 日下駄 C区河道 能 8 72 21 側面に丁寧な加工が施されている。角を取つている。

農具 田下駄 C区河道 7 ス ギ ○ 長方形。側面にV字 の切込みを4か所入れる。

旦
＾

閣
辰 田下駄 AN区 5 355 ○ 八角形で三孔式。前後にも孔を持つ。

148 31 農具 田下駄 AN区 5 120 15 ヒノキ ○ 八角形で三孔式。前後に計4か所孔を持つ。

農具 田下駄 ス ギ ○ 三孔式。前後にもTLを持つ

150 54 農具 田下駄 E区 323 15 ス ギ ○ 4孔式

54 農具 田下駄 D区溝 7 三孔式。細長ヤ

54 農具 田下駄 DS区 4 390 20 ス ギ ○ 三孔式。細長ヤ

諺 「D4 旦
＾

閣
辰 日下駄枠 cs区 4 312 15 10 ス ギ ○ 先端など3ヶ 所にくびれがある

lM 32 ro4 旦
＾

蔭
辰 高足田下駄 BS区 ○ 台形】夫で長辺端部に突起がある

F。4 農具 穂摘具 A区 河道 10 ケンボナ ○ 子とカンか所ある。刃部は鋸歯状

黎 農具 鎌柄 4 30 ○ 先端は短 く屈曲する。

Й 農具 編台目盛板 11 切込み力弓ヶ所ある。

158 酔 紡繊呉 紡錘 D区溝 床面 径100 10 ス ギ ○ 中央に円形の孔を開ける

159 運搬具 天秤棒 825 35 とノキ ○ 完形。両端に快 り。

運搬具 緊縛具 C区溝 9 11 ス ギ ○ 断面は半円形。 くびれがある

運搬具 緊縛具 C区 河道 9 %5 18 ○ 断面は半円形。 くびれがある

運搬具 田舟 D区 1可 遁 332 先端に方形の孔がある

漁務具 櫂 E区 4 550 ス ギ ○ 片面が炭化する

164 漁榜具 櫂 D区 河道 7 130 ス ギ ○ 長方形の孔がある。建築部材を転用 したものか。

漁榜具 櫂 A区河道 125 ス ギ ○ 刃部を薄 く削る。柄の先端はT字 に作 り出す。

166 武器 盾 C区 河道 7 15 ○
上下に多数の小孔があ り、一部綴紐が残る。やや大
きい円形の孔4か所 と割 り付けの線刻がある。

武器 盾 3Tヨヒ河道 7小片に破損する。一部片面に赤彩が残る。径 1～

2mmの小Tし あり。

168 食事具 杓子 A区 満 11 タブノキ? ○ 内面に黒色物が塗布 される

169 食事具 杓子 A区 溝 11 イヌガヤ O 表面の加工が粗い。未製品か

容器 椀 C区河道 7 口径 (24o) ヤマグワ ○ 黒色物を塗布 した痕跡がある
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物

号

遺

番
写真

番号
種 別 品 日 出土地点 唇位

寸法(cm)
樹 種

存

理

保

処 備 考

容 器 圏脚盤 C区河道 離
２００

5 ヤマグワ ○ 底部は高台上に削 り出す。

172 容器 A区溝 ll
脚部径
(227)

サクラ属 ○ 脚端都が短 く屈曲する。外面赤彩

容器 蓋 72 12
表面に楔形の窪みが4か 所有 り、側面から径1闘のrl

を2つずつ開ける。裏面には三角形の線刻あり

174 57 容 器 蓋 C区 河道 7 257 7 ス ギ ○ 口縁端部に2か所突起があり、円形の孔が開けられる。

175 57 容器 槽 C区木組み 7 10 ス ギ ○ 側面の角が丸 く加工 される

57 容器 拙 B区 1可 道 8 300 ス ギ ○ 側面の角が丸 く加工 されてる

177 容器 BN区 5 387 スギ ○ 平面は長方形

178 容器 盤 B区 河道 8 271 底部の器壁が薄い。やや小型。

1的 36 容器 盤 B区 河道 7 137 11 ス ギ ○ 内面が黒 く変色する。底部に円形の脚の痕跡がある。

180 36 容器 盤 Atti可 道 7 サ クラ属 ○ 平面は楕円形。日縁部は段状に屈出する。

容器 C区 河道 545 12 ス ギ ○ 側面の角が丸 く加工 される。補修孔がある

37 容器 楢 3T北木組み 23 ス ギ ○ 大型鵠

37 容 器 4Hl物桶 ス ギ ○

184 37 容 器 例物稀 B区 河道 ス ギ ○ 内面に黒色物が塗布 される。底部に方形の孔がある。

185 37 容器 釧物桶 DEXl河 道 7 ○ 両面に黒色物が塗布 される。

186 容器 釧物桶 A区 河遭 7 ○ 柄が一部残存する。

187 容器 剣物桶 Bs区 4 %0 43 ス ギ ○ 内面に黒色物が塗布 される。底部に木釘が残存する。

188 容 器 例物桶 BS区 3 24 320 ス ギ ○ 内面に黒色物が塗布 される。底部に本釘の痕跡有 り

189 容 器 F.Hl物 稀底板 8 13 ス ギ ○ 楕円形

190 容 器 底板 CN区 4 10 スギ ○ 端部に木釘が残存する

容 器 底板 BS区 5 ス ギ ○ 楕円形

雑 央 腰掛 CN区 方形の孔に木質が残存する。

維具 腰掛 BN区 8 225 ス ギ ○ 座板上面に金属器使用痕多数あ り

194 雑ゲt D区河迫 7 135 ス ギ ○ 座板はやや反っている

雑具 C区河道 17 ス ギ ○ 脚の高 さは低ヤ

雑臭 Atti営 11 O 側面に袂 りがある

雑 具 腰掛 D区 木糸にみ 512 16 側面に決 りがある

198 雑具 腰掛 B区 1可 道 ○ 座板上面の窪みが残存する

199 維具 1雰 ■, C区 1可 道 9 455 195 ○ 緩 く反つている

200 41 雑具 A区 溝 7 スギ ○ ほぼ完形。側面に狭 りを入れる

雑具 c区 河道 7 581 222 ス ギ ○ 傾!面の四隅が丸 く加工される

雑具 ‖妥lll A区 木組み 592 200 スギ ? ○ 則面の四隅が九 く加工 される

203 雑兵 箱 (到 物 ) B区 河道 8 57 ○ 側面は短辺が一段供 く加工 される。

204 雑具 箱 D区 河道 9 ヒノキ ○ 則面の3か所に本釘残存する

雑具 A区 河道 178 ス ギ ○ 側面に木釘と孔が残存する

雑具 CN区 215 ス ギ ○ 端部に方形の孔を開ける

雑具 箱 C区河道 9 147 ス ギ ○
不整形な孔 を2か所開ける。lFl面 に狭 りがある。小孔

有 り

208 63 雑 具 箱 B区 河道 ス ギ ○
不整形な孔を2か所開ける。小孔が14有 リー部木釘が

残存する

209 43 雑共 桁 B区 河道 8 320 ス ギ ○
不整形な孔を2か所開ける。小孔が10有 リー部木釘が

残存する

雑具 箱 Atti背 7 方形 と円形の孔カレつずつある

63 雑 具 箱 D区 河道 300 ス ギ ○
両端に楔状の本を差 し込み本釘で固定する。円形の

孔 と員通 しない窪みがある。

63 雑 具 箱 D区 河道 7 ス ギ ○ 2Hと 似た加工が有る。同一団体か

63 雑 具 箱 A区 1可 道 207 ス ギ ○ 端部に濫が彫 られ、側面がホゾ状に作 り山される

雑 具 箱 A区 河適 9 ス ギ ○ 端部に満が彫 られ、側面がホゾ状に作 り出される

64 雑具部材 栓 C区溝 上径63 下径36 ス ギ ○ 釘頭都は丸 く加工 される

磁 雑具部材 栓 D区 河道 閉 6 上径80 ド径42 ス ギ ○ 釘顕部は平坦。表面が炭化 している。

髄 雑具部材 琴 と板 ? B区 河道
片蘭は粗 く削つた後、再度逆方向へ丁寧 に削る。逆
の面は多数の小孔が有る。琴の L板の可能性あ り。
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物

号

遺

番
図
号

挿

喬

真

号

写

番 種別 品 目 出土地点 層位 樹種
保存
処理

備 考
厚 高

髄 雑具部羽 B区河道 8 130 ○ 粗い加工で2か所孔を開ける

雑具都羽 CN区 4 609 186 13 方形の孔を2か所、円形と方形の小孔を5か所開ける

雑具部材 C区河道 7 13 小孔を5ケ 所開ける。

雑具都材 D区 木組み 4
6ケ 所に孔を開ける。端部は丁寧な加工で斜めにカー
ブをつける。

雑具謝
`材

A区 河適 両端が薄 く加工される

雑具部材 BttiHJ遭 8 322 20 端部を斜めに加工する。

雑具部材 A区 河道 8 13 片側をL宇に作 り出す。方形の孔または狭 りあ り

雑具部材 BS区 5 75 16 片側面をL字に切欠 く。片方の先端が炭化 している。

ltL具部材 B区 1可 進 453 16 途中で板の幅が狭 くなる。

227 雑具部材 5 394 20 片狽1面 に大小の狭 りを入れる。

228 雑具iI`刷 D区 木組み 7 74 14
長方形の子Lを 2か 所、小孔を2か 所FIlけ る。他の板か
あたっていた痕跡がある。

229 雑兵部材 13 長方形の孔が2か所ある。

230 65 雑具部材 637 片側をL字 に切欠き、長方形の礼を2か所開ける。

雑具部務 CN区 7 磁 ] 18 桁μl形の孔を2か所開ける

雑具部材 627 方形の孔を1か所開ける。 片側の先端が炭化 して▼
る。

雑具部羽 224 29 板の端部に長方形の孔を開け、面側面に快 りを入れ
る。

234 雑具部材 ○ 円形の小孔を10か所開ける。孔に木質が残存する。

雑具都羽 3T北木組み 70 Iコ 円形の小孔2か所あ り

雑具都材 C区 河迪 7 1405 1コ 片側寄 りに円形の孔を4か所開ける。

雑呉部材 CN区 4 ユ ]
3か所に孔を有る。木日に沿って割った後、片方の先
端を斜め切llTし杭に転用。

雑具部材 B区河道 9 13 円形の孔を6か所開ける。

雑具部材 653 15 円形の孔力Mか所、小 さい窪み力望か所ある。

240 維具部材 B区河道 8 開 2 ○ 小孔を9か所開ける。板の幅が狭 くなる

碓具部材 8 12 〕的～385と 一括で出土

雑具部材 BS区 142 11 方形の穴ユケ所、両面及び側面に径1～ 3mmの 小穴オ
ある。

243 雑具部材
片方の側面をと字に切欠く。長方形の孔を2か所開け
る

46 雑兵部材 E区 木組み 4 59 6 ○
方形の切欠 きが1か所、斜めに貫通する方形の子とがを

か所ある。

67 雑具部材 B区 河遭 8 両端に狭 りがある。黙5～ 252 256は 一括で出上。

246 47 67 雑具部材 B区 河道 8 27 14 両端に狭 りがある。

247 47 維具部材 B区河道 8 477 27 両端に狭 りがある。

248 47 67 推具都材 B区河道 8 31 21 両端に狭 りがある。

47 67 雑具部材 B区河道 8 421 71 下端を尖らせる。上端は枝を利用 し、クランクを作
る。

雑具部材 B区河道 8
下端を尖らせる。上端は枝を利用 し、クランクを作
る。

雑具部材 B区河道 8 729 16 他の材が当たった痕跡がある。先端は削 つて細 くす
る。

雑具部羽 B区河道 8 718 14 他の材が当たった痕跡がある。先端は削って細 くす
る。

雑具部羽 B区河道 7 23 両端に狭 りがある。

雑具部材 A区 河道 527 31 両端に狭 りがある。

67 雑具部材 755 ヒノキ ? ○
断面三角形に加工 される。両側はやや細 く断面は

「
形

256 維具都材 8 245～ 2磁 セットになると考えられる

雑具都材 A区溝 9 全体に面取 りされ、端部は九し

絶具部材 A区 河道 7 666 端部に くびれをつ くり、襲面に狭 りを入れる。丁寧
な加工で角が面取 りされる。

維具部材 D区 河道 303 51
端部に くびれをつ くり、裏面に決 りを入れる。丁寧
な加工で角力i面 取 りされる。

260 雑具部材 7 潔 2 ヒノキ ○ 両端にくびれがある。先端は斜めに加工 される
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長 厚

48 雑具部材 C区河道 7 541 45 ヒノキ ○
先端にホゾを作 り出す。ホゾには楔が残存 し、他の

材 と組合わせた痕跡が残る

雑具部材 D区木組み 775 ○ 先端にホゾを作 り出す

雑具部材 793 ス ギ ○ 先端を丸 く加工 し、切込みを入れる。

建築部材 梯子 D区 溝 7 ○ 一木梯子

建築部材 梯子 CN区 7 1052 178 40 ○ ―木梯子。下端に狭 りがある

511 建築部材 梯子 917 42 ○ ―木梯子。下端に狭 りがある

50 建築部材 t4子 c区河道 166 抗に転用 されている

建築部材 梯子 A区溝 9 足准‖すが一部残存する。薄ヤ

建築部材 D区溝 床 面 銘 6
長方形の孔が3か 所あ り、1か所 は斜めに貫通す る。
端部に決 りあ り。

建築部材 C区河道 7 25 側面は斜めに加工 される。維な孔カツか所開けられる。

建築部材 D区 木組み 7 1058 132 21 長方形の孔カツか所以上開けられる。片側を斜めに現
断 している。

建築部材 C区

'可

道 7 4 ○
長方形の孔力望か所有る。片方の倒面が斜めに力H工 さ
れる。

建築部材 BS区 2115 18 ○ 端部やlal面 に斜めに切断される。

61 70 建築部材 CN区 16 長方形の孔が7ヶ 所以上有る。端部は丸 く加工 し先端
が突出する

Ю 建築部材 121 端部は丁寧に丸 く加工され、角がとれて九 くなって
▼ゝる。

276 70 建築部材 C区 ,可 道 7 1140 197 17 方形や柏円形の子しが多数開けられる。

Ю 建築部材 CN区 1209 複雑な形に加工され、孔が多数ある。

278 Ю 建築部材 C区木組み 4 1774 ○ 円形の突起を2か所作 り出す。

279 建築部材 C区 河道 1077 円形4、 方形5の 孔がある。孔に本質が残る。

280 Ю 建築部材 980 ○
長方形の孔 を2か 所、小孔を14ヶ 所開ける。害Jり 付け
の線刻3本 あり。

53 建築部材 B区河道 8 968 17 小孔3つが集まる。片方の端部を薄 くする。

282 路 建築部材 8 1001 189 長方形の孔をlヶ 所、小孔を5か 所開ける。両端が薄
くなる。

283 _R3 建築部材 B区 1可 道 8 848 148 27 片方の側面に寄せて長方形の孔2か所開ける。

284 醜 建築部材 C区 河道 ■71 キ方の側面に寄せて方形の孔を4か所開ける。

285 54 建築部材 C区 河道 8 1095 15 ○
方形の子しを2か 所開け、端部には2イ固一対の子とと小夏
10を 開ける。割付の線刻あ り。

286 黎 建築部材 BN区 4 キ方の側面の中央に袂 りを入れる。2個一対の孔あ り

287 艶 建築部羽 A区 木組み 939 135 21 方形の孔2と 割 り付けの線刻あ り。失板に転用

288 酔 建築部材 D区 木組み 745 17 方形の孔を3か所開ける。

289 建築都材 C区 河道 7 1402 17 方形の孔を2か所開ける。孔の積が一段低い。

290 建築部材
A区 1薄 、
C区 1可 道

7 11 1236 ○
横が一段低 くなる長方形の孔2か所とその他の孔が彦
る。

建築都材 C区 1可 道 7 27 等PHE隔 に方形の穴3か所開ける。杭に転用

292 建築都材 C区河追 945 18 先端に突起作 り出す。長方形の孔が有 り周囲が一号
低くなる。

293 建築都材
A区

北側畦畔

厚みのある角材。狽1面 に丁寧な加工による狭 りを入
れる。大小の孔を2か所あり。

294 建築部材 C区河道 747 長方形の孔を4か所開ける。矢板に転用。

295 建築都材 B区河道 8 18 方形の孔あ り。

弱 建築部材 C区畦畔 846 ○
等間Fiに 方形の孔を3か所開ける。小孔3、 側面に

'りあり。

297 建築部材 A区溝 11 789 27
縦に割って幅を細 くしてある。長方形の孔が2か所Й
る。

298 56 密 建築部材 B区畦畔 197 板の中央に大型のTとがある。矢板に転用。
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保
処 備 考

299 門 建築部材 C区河道 7 1389 大型の7Lと 方形の小孔2か所有 り。矢板に転用

300 路 建築部材 D区 河道 472 大型の方形の孔がある。

お 建築部材 B区 河道 %1 矢板に転用。先端の加工は断面が菱形になる。

302 57 殉 建築部材 C区 河道 7 1081 失板に転用。

303 58 建築部材 B区河道 959 片側力北字に切断される。矢板に転用。

304 弱 73 建築都材 端部を斜めに切断 し矢板に転用。

建築部材 B区河道 1235 先端を丁寧に加工 し矢板に転用。

密 建築部材 C区河道 7 1401 上部がへこみが有る。掛矢で打った痕跡か。

74 建築部材 B区 1可 道 8 1645 両端にL字 に切 り久 く

308 鞄 建築部材 B区 1可 道 8 2006 片例 を木 目に沿って割 り、先端を斜めに切断 し矢板
に転用。

309 密 建築部材 C区河道 97
4か所に長方形の孔。杭に転用。掛矢で打った痕跡あ
り。

Й 建築部材 D区 河道 2165 17 瑞部に2個一対の孔あ り

建築部材 C区河道 7 端部の側面をL字に切 り欠 く

“

建築部材 c区河道 髄 5 厚手で、端部近 くに溝 方形の くはみ 小孔がある。

60 建築部材 699 木目に沿って割 り杭に転用。312に 類似する

60

“

建築部材 C区河道 7 端部は厚 く削 り残す。

建築部材 D区 河道 7 端部al面 に切 り込みを入れる。

建築部務 C区木組み 7 ○
両端に丸い材 を受ける部分を作 り出す。受け都は炭

化する

建築都材 B区 河道 8 1250 ○ 弓なりに反る。両狽‖面に対照的に溝力司彫られる

建築部材 B区河道 8 774 ○
角材。方形の孔にホゾが残存する。先端が炭化して
いる。

75 建築部材 C区畦畔 55 LT面 台形状に削 り出す。長方形の孔2ヶ 所と先端に切
り欠きあり。

76 建築部材 c区河道 8 575 7】
縦に割 って杭 に転用。断面は台形状 と考 えられる。

長方形の切 り欠きがある。3191こ 類似する。

建築部材 梁又は床梁 AS区 4 ○ LT面台形状に加工する。両端に切 り欠きがある。

建築部材 柱 B区河道 8 1981 先端を削って杭に転用。反対 もやや細 くする加工す
る。

建築都材 A区 河道 7 150 ○
先端を凸状に作 り出す。反対側に方形の7しか切 り欠
きあり。

建築部材 床 材 A区木組み 870 ○
断面は半円形。構を受ける部分に2段 の割 り込みあり

端部は弧状に加工される。

325 建築部材 床羽 A区 木組み 54 断面は三角形。柱を受ける部分に2段 の割 り込みあり

326 63 建築部材 D区 木組み ○ 他の材を受ける快 りがある。受け部は炭化 している。

327 解 建築部材 c区河道 9 8 ○
枝 を利用 しL字 の材 に加工 している。 くびれが3か所

有 り、先端は細 く削る。

64 建築部 4/1 C区河道 7 ○
先端 を凸状 に作 り出す。狭 りが有 る。縦 に割 って杭
に転用。

建築部材 C区 ,可 道 7 97 他の材を受ける狭 りあり。先端を削る。

330 建築部材 C区 河道 7 44 断面は四角形。片方の先端をL字 に切 り欠 く

建築部材 B区 河道 8
断面は四角形。片方の先端 をと字に切 り欠 く。斜めに

貫通する孔にホブが残る。

建築部材 D区 畦畔 1022 46 端部をL字 に切 り欠 き、一方の先端 をV字に尖 らせる。

断面は六角形。

建築部材 D区 畦畔 5 996 端部をL字 に切 り欠き、一方の先端をV字に尖 らせる。

建築都材 B区 河道 8
端部 をL字 に切 り欠き、先端 をv字 に尖 らせる。木目
に沿って割 り杭に転用。

建築部材 C区畦畔 1123 37 端部に狭 リカ'有 る。
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第15表 木製品観察表(6)

物
号

遺
香

図

号

挿

番

真

号

写
番 II別 出土地点 層 位

寸法(cm)
樹 種

存
理

保
処 備 考

建築部材 BS区 5 端部が くびれる。全体に加工が粗い。

建築部材 C区河道 7 965 端都が くびれる。全体に加工が粗い。

建築部材 D区 木組み 45 片方の端部に快 りを入れる。

建築部材 D区 畦畔 7 1764 52 41 端部に狭 り2か所あ り。

建築部材 垂木 D区 木組み ○ 片方の端部に狭 りを入れる。

建築部材 垂木 BS区 6上面 1764 ○ 369ほ かと組んだ状態で出土。両端に切 り欠きあ り。

67 建築都材 C区河道 7 31 先端を削 り細 くする。

建築部材 47 27 端部にくびれが有る。

建築部材 B区河道 9 27 木日に沿って害Jり 、杭に転用。

建築部材 杭 A区木組み 上下ともV字に切断。長い蒻を転用 したと考えられる

建築部材 D区 畦畔 1342 13 畦畔構築材。薄手で上圧により蛇行する。

建築部材 D区 畦畔 7 1520 畦畔構築材。薄手で上圧により蛇行する。

建築部材 D区畦畔 7 畦畔構築材。薄手で上圧により蛇行する。

狗 建築部羽 柱 A区 木組み 642 杭に転用。

Ю 建築部羽 柱 (多角形) A区河通 493 77 慣1面 を丁寧に加工。

的 建築部材 柱 D区 1可 道 9 441 133 先端を斜めに加工 し、杭に転用

陶 建築部材 桂 A区 1可 道 7 縦に割つた後先端を尖 らせ杭に転用。

的 建築部材 柱 D区 木組み 120 75 る3と 同 じ材 を割 つて杭に転用。長方形の くはみ2カ

斤あ り

354 建築部材 柱 D区 木組み 926 61 1黎 と接合する。

的 建築部羽 柱 B区河道 8 929 127 先端を削ってやや細 くする。

建築部材 柱 A区 木組み 906 151 先端を削って杭に転用。

80 建築部材 杭 C区 ,可 J/」 9 415 61 40 先端をL字 に切 り欠 く

建築部材 杭 (丸 ) C区 1可 道 表面に樹種が残る。

建築部材 杭 (Y字 ) A区河道 8 67 支を利用 しY字に加工する。

建築部材 杭 D区 溝 床 面 先端は稜が取れ丸 くなる

80 建築部材 杭 A区 木組み 7 ■42 51 両端を尖らせる。

建築部材 杭 (断面丸 ) C区河道 7 1142 49 先端を粗 く尖らせる。

80 建築部 1/1 杭 Dtt Fl 床面 先端のみ加工 (先端のみ掲載 )

Ю 30 建築部材 杭 (丸 ) 1595 キ方は斜めに加工し、反対はV字に切断する。

70 80 建築部材 杭 ? D区 1可 遭 9
七端に加工あり。杭としての加工か伐採の痕跡か不
Jl。

Ю 80 建築部材 杭 丸 ) B区 1可 道 8 1552 73 先端を斜めに加工する。

Ю 80 建築部材 杭 (丸 ) 9 1544 片方は斜めに加工 し、反対はV字に切断する。

的 80 /tr築部材 杭 (丸 ) D区 溝 2191 両倒に加工。一方は伐採の痕跡の可能性あ り。

‐
0 80 建築部材 杭 (メし) Bs区 6上面 2078 341ほ かと組んだ状態で出土

37) 71
Ｉ

磁 用途不明品 C区河道 155 15 スギ ○
370～ 376は 組合わせた状態で出土。側盤や木釘 をE
定する木釘や孔が残存する。

71
1

82
用途不明品 C区河道 17 ス ギ ○ 隕1盤。本釘や孔が残存する。

372 7ユ
”

鬱 用途不明品 C区河道 7 205 11 ス ギ ○ 多数の木釘や孔がある。

373
”

磁 用途不明品 C区河道 7 13 ス ギ ○ 倒盤。木釘や孔が残存する。

374 71
ユ
レ

用途不明品 C区河道 13 ス ギ ○ 狽1盤。木釘や孔が残存する。

71
卜
紗

用途不明品 C区 IRT道 7 54 18 ンイ属 ○ 楔。方形の子しがある

376 71
ト

レ 用途不明品 C区河道 7 18 05 シイ属 ○ 楔。方形の孔がある

71 用途不明品 C区河道 スギ ○ 370～ 376と 同地点で出土

378 71 用途不明品 BS区 5 213 15 カ ヤ ○
外面 に鋸由状文帯 を刻み赤彩する。円形の孔あ り
短早か。

379 7ユ 用途不明品 B区河道 8 378 13 13
379～ 385は まとまって出上。丁寧な加工で先端を和
く加工する。

71 用途不明品 B区 ,lT道 8 13 13 丁寧な加工で先端を細 く加工する

用途不明品 B区河道 8 14 14 丁寧な加工で先端を細 く加工する

71 用途不明品 B区 1可 道 8 13 13 丁寧な加工で先端を細 く加工する

71 用途不明品 B区河道 8? 12 12 丁寧な加工で先端を細 く加工する

384 7ユ 用途不明品 B区河道 8 12 と2 丁寧な加工で先端を細 く加工する

71 用途不明品 B区河道 8 13 12 丁寧な加工で先端を細 く力H工 する
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第16表 木製品観察表(7)

朋
号

遺
番

図

号

輝

番
具
白巧

子
番 種別 品 目 出土地点 層位

寸法(cm)
樹 種

存

理

保

処 備 考

路 用途不明品 17 14 究端を削 り尖らせる。

82 用途不明品 A区 河道 7 13 キ狽Jが炭化する。

388 71 用途不明品 A区溝 9 222 18 丁寧に面取 りした円形の子とが1か所有る。

389 穆 用途不明品 D区 河道 7 245 17 ス ギ ○ 六角形で方形の小孔を6か所開ける。

390 T2 用途不明品 A区 河道 8 242
八角形の板に方脇 か所、不整形か所の小孔を開ける。
不整形の穴には木質が残る。

72 鵠 用途不明品 AS区 10 ス ギ ○
隅を丸 く加工 している。中央に対になる半月状の孔
を開け、周囲に細長い孔を4か所開ける。

392 砲 83 用途不明品 CN区 4 74 18 両側面に2ヶ 所ずつ狭りを入れ、短辺は斜めに切断さ
れる。

393 砲 醜 用途不明品 BS区 5 240 21 ス ギ ○
表面に凹凸が目立つ。短辺は丁寧な加工で丸く加工
される。

3銘 84 用途不明品 D区河道 7 16 欠損部に孔の痕跡力弦か所ある。側面は丸 くなる。

72 用途不明品 10 ヒノキ ? ○ 等間隔に方形の孔力Mか所開けられる。

83 その他 もえさし 短 く切断 した後使用 されている

抱 84 その他 もえさし SD02 9 先端力S炭化 している。

398 72 84 用途不明品 AN区 27 16 木目に沿って割られる。先端に当初の加工が、側面
に円形の孔がある。

399 乾 用途不明品
木 目に沿って割 られる。使用によるものか、両端の

角が取れて丸 くなっている。

400 73 84 用遺不明品 C区 河道 9 893 シイ属 ? ○ 「身」は平面水滴】夫で、外縁が薄 くなり線刻がある。

401 73 84 用途不明品 D区 溝 床 面 845 ヒノキ O
長辺は丁寧に曲線が作れ られ、短辺は雑に切断され

る。方形の小孔が2か所あ り、中央には金属器の傷が

多数ある。

402 84 用途不明品 BS区 12 しゃもじ形で、中央に長方形の孔1か所あ り

403 聖 用途不明品 B区河道 8 555 キ方の先端に狭 りを入れる。全体に粗い加工。

404

“

脇 用途不明品 C区 河道 反の端部から中心まで方形の袂 りがある。

“

用途不明品 B区 ,可 道 8 668 131 18 帯部を斜めに切断し、「柄Jを作り出す。

74 84 用途不明品 10 ス ギ ○ キ方の側面を丸く加工する。

雅 84 用途不明品 A区河道 9 322 11 ス ギ ○ キ方の側面を丸く加工する。

密 用途不明品 C区 河道 7 213 表面に炭化 した部分がある。LFr面 は湾出する。

Ъ 用途不明品 鞘状木製品 C区 河道 7 1034 ○
鞘状の形態。鞘口部分の切断が雑で方形の孔がある

未製品か。

86 用途不明品 D区 木組み 銘 7 ○
「身」は厚さが均―で反つている。「柄」は角柱状で

切断が雑。

411 76 用途不明品 狭り入り板材 CN区 4 12
片方の側面中央を弧状に狭 り、両端を斜めに切断す
る。

お 用途不明品 狭り入り板材 B区河道 7 片方の側面中央を浅 く快 り、両端を斜めに切断する。

お 用途不明品 狭り入り板材 c区 河道 7 片方の側面中央を浅 く快 り、両端を斜めに切断する。

お 用途不明品 決り入り板材 122 片方の側面中央を弧状に快 り、両端を斜めに切断す
る。

用途不明品 狭り入り板材 C区木組み 7 134 17 片方の側面中央を,甍 く狭 り、両端を斜めに切断する。

用途不明品 快り入り板ll B区 河道 8 523 176 片方の41面 中央 を粗 く狭 り、反対 lalは 隅を斜めに切

断する。

417 用途不明品 快り入り板材 B区 河道 436 152 16と 似た形状。中央で切断されている。

用途不明品 狭り入り板材 CN区 4 985 120 片方の根1面中央を浅 く狭 り、両端は斜めに切断する。

用途不明品 快り入り頼材 D区 本組み 酪 5 77 月方の側面中央を弧状に狭る。を欠損 している。

420 用途不明品 供り入り板材 A区 河道 7 片方の側面中央を浅 く狭る。



第17表 木製品観察表(3)
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区
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具

号 種 別 品 目 出土地点 層位 樹種
存
理

保
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用途不明品 快り入り板材 D区 1可 道 7 175 片方の側面中央を弧状に狭る。表面に金属器の傷が
ある。

77 用途不明品 快り入り板材 B区畦呼 片方の側面中央を浅 く靱る。

423 77 用途不明品 狭り入り板材 B区河道 8 片方の側面を、大 きく弧状に扶る。

424 用途不明品 快り入り板材 D区河道 7 片方の側面中央を弧状に狭る。小孔がある。

用途不明品 快り入り板材 D区木組み 7 804 31 片方の側面を大きく弧状に狭る。

426 77 用途不明品 快り入り板4/1 B区 1可 道 8 769 152 片方の側面中央を狭る。方形の孔が 2か所ある

77 用途不明品 快り入り板材 C区木組み 7 742 片方の側面に弧状の挟 りと小さな台形状の狭 りがあ
る。

428 用途不明品 快り入り板材 9 836 片方の側面中央を浅 く狭る。

429 用途不明品 侠り入り坂材 D区木組み 7 864 21 片方の側面を弧状に狭る。

430 用途不明品 挟り入り板材 C区 河道 9 llll1 3 片方の側面を弧状に狭る。

i8 用途不明品 快り入り板材 C区 河道 9
片方の例面中央を弧状に狭る。端部をほぞ状に作 り
出す。

第18表 木製品観察表(9)

杉

号

邑

洛

区

号

席

器

真

昇 種別 品 目 出土地点 層位 樹種
存

理

保
処 備 考

長 幅 厚 高

432 52 農具 由柄平鍬 5
カバノキ

属
○

433 ψ 農具 曲柄又鍬 A区溝 9 「D28
ガ
属

力
亜 ○ 笠部を持つ。刃部は扁平

434 52 農具 一木平鋤 B区 河道 8 265
ガ

属

力

亜

ア
○ 身は直線的に刃部に至る

58 容器 盤 A区 河道 7 420 ス ギ ○ 器高が低い。

436 容器 槽 C区 河道 9 390 6 ス キ ○ 大型品か

容器 盤 B区 河道 8
アカガシ
亜属

○ 平面は長方形で器高が低い。

438 58 容器 盤 A区溝 9 ス ギ ○ 側面の角力゙丸 く加工 される。

439 容器 盤 B区 河道 575 5 スギ ○
隅を丸く加工する。端部に溝が彫られる。孔が3か所
ある。

440 容器 盤 4 465 5 ヒノキ ○ 底部より側面の器壁が厚い

44] 容器 盤 7 205 ス ギ ○ 真部より側面の器壁が厚い。

442 容器 到物桶 B区 河道 8 3 ス ギ ○ 内面に黒色物が塗布される。

443 容器 al物桶 CN区 27 ○ 上下を欠損する。

444 64 雑具部材 栓 D区 河道 7 155 ク リ ○ IIR部 を欠損する。

445 雑具部材 Bs区 4 440 ス ギ ○ 樺状。狭 りがある。

446 72 建築部材 A区 河道 A区木組み 11 1 ○ 方形と2個一組の子とがある。

建築部材 矢板 C区 河迫 7 365 ○ 〕06と 同地点で出土。

448 建築部材 D区 木組み 7 260 2 ○ 片方の側面のほぼ中央に狭 りがある。

その他 綴組 A区溝 11 ○

|
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写真図版 1

遺跡遠景 (南東から)

同上 (北西から)



写真図版 2

調査区全景 (南東から)



写真図版 3

C区畦畔 (北西から)

D区河道、溝 (西 から)



写真図版 4

D区 6層上面

弥生土器 (24)

出土状況

B区14層上面

縄文土器 (1)

出土状況



写真図版 5
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五反田遺跡

原山遺跡

1947年米極東空軍撮影空中写真

出雲大社境内遺跡  3 真名井 (命主社境内)遺跡

鹿蔵山遺跡



写真図版 6

調査区全景 (真上から)

A・ B区 (真上から)



写真図版 7

!離 :

B区北側 (真上から)

B区南側 (真上か ら)



写真図版 8

C区 (真上から)

D区 (真上から)



写真図版 9

A区地害」遺構

(北 から)

同上

(西 から)


